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平成３０年第５回邑南町議会定例会（第３日目）会議録 
１．招集年月日   平成３０年９月３日（平成３０年８月２３日告示） 
２．招集の場所    邑南町役場  議場 
３．開   会     平成３０年９月１２日（水） 午前 ９時３０分 
                      散会  午後 ３時３０分 
４．応招議員  
 議席    氏   名  議席    氏  名  議席     氏  名  議席    氏  名 
 １番 大和 磨美  ２番 瀧田 均  ３番 平野 一成  ４番 和田 文雄 
  ５番 宮田 博  ６番 漆谷 光夫  ７番 大屋 光宏  ８番 中村 昌史 
９番 日野原 利郎 １０番 清水 優文 １１番 辰田 直久 １２番 亀山 和巳 

１３番  石橋 純二 １４番 三上 徹 １５番 山中 康樹   
５．不応招議員  なし 
６．出席議員  １５名 
 議席    氏   名  議席    氏  名  議席     氏  名  議席    氏  名 
 １番 大和 磨美  ２番 瀧田 均  ３番 平野 一成  ４番 和田 文雄 
  ５番 宮田 博  ６番 漆谷 光夫  ７番 大屋 光宏  ８番 中村 昌史 
９番 日野原 利郎 １０番 清水 優文 １１番 辰田 直久 １２番 亀山 和巳 

１３番 石橋 純二 １４番 三上 徹 １５番 山中 康樹   
７．欠席議員   ０名 
 議席    氏  名  議席    氏  名  議席    氏  名  議席    氏  名 
        
８．地方自治法第１２１条第１項の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名 

職 名 氏  名 職 名 氏  名 職 名 氏  名 
町  長 石橋 良治 副 町 長 日高 輝和 総務課長 服部  導士 
管財課長 朝田 誠司 定住促進課長 三上 直樹 企画財政課長 柳川 修司 
町民課長 種 由美 税務課長 種 文昭 福祉課長 沖 幹雄 

農林振興課長 植田 弘和 商工観光課長 日高 始 建設課長 土﨑 由文 
水道課長 川中 栄二 保健課長 口羽 正彦 会計課長 渡邊 庸子 

羽須美支所長 服部 勲 瑞穂支所長 川信 学   
教 育 長 土居 達也 学校教育課長 洲濵 浩敏 生涯学習課長 大橋 覚 

建設課統括課長補佐 上田 修 羽須美支所統括課長補佐 河野 靖   

９．本会議に職務のため出席した者の氏名 
    議会事務局長 大賀 定  事務局統括課長補佐 日高 泉 
１０．町長提出議案の題目  別紙のとおり 
１１．会議録署名議員の氏名 

  議席 氏 名 議席 氏 名 
１４番 三上 徹 １番 大和 磨美 

１２．本日の会議の大要は別紙のとおりである。 
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平成３０年第５回邑南町議会定例会（第３日目）会議録 

平成３０年９月１２日（水） 

―― 午前９時３０分開会 ―― 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 
開議宣告 

●山中議長（山中康樹） それでは、おはようございます。定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。本日の議事日程は予めお手元に配布をしたとおりでご

ざいます。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

●山中議長（山中康樹） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。１４番、三上議

員。１番、大和議員。お願いをいたします。 
～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第２ 一般質問 

●山中議長（山中康樹） 日程第２、一般質問。これより一般質問を行います。一般質問は

通告順に行います。予め一般質問の順番を申し上げておきます。１番、大和議員。２番、

漆谷議員。３番、亀山議員。４番、大屋議員。５番、日野原議員。６番、石橋議員。７

番、辰田議員。以上７名です。それでは通告順位第１号、大和議員登壇をお願いします。 
●大和議員（大和磨美） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） １番、大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、１番大和磨美です。おはようございます。ええと、質問に

入る前に少し、あのぅ、お礼をさせていただきたいと思います。今回の９月議会で、邑

南町立小中学校空調設備設置計画が示されました。ええと、このエアコン設置について

は、この議会でも何度もいろんな議員が入れ替わり、立ち代わりお願いをしてきたこと

ですが、なかなか前に進みませんでした。しかし今回のこの設置計画が示されたことで、

来年の夏までに町内小中学校のすべての普通教室にエアコンを設置できるよう、今年度

から進めていくということ、またこの事業にはこれまで積み立ててきた日本一の子育て

村基金を充当し、今後国からの補助の有無に関わらず進めていくという覚悟を持っての

ご決断をいただきました。本当にありがとうございます。あのぅ、児童生徒はもちろん

ですが、保護者の皆さん、そして学校の先生方もこのご決断にはたいへん喜んでおられ

ます。で、この小中学校のエアコン設置については、あのぅ、まぁ、災害級となった今

年の猛暑で、子ども達の安全や健康を危惧した町内の保護者さんたちが声を上げて、エ

アコン設置を求める署名活動を８月初旬から中旬にかけて行いました。短期間ながらも

集まった署名は全部で５３８筆となり、取りまとめて私のほうから石橋町長のほうに、

あのぅ、先月末お渡しさしていただきました。あのぅ、この署名活動では３０代、４０

代の子育て世代の、あのぅ、現役世代の方々が自ら声を上げて動かれたこと、我がこと

と思って動いた、そういったことがすごく大きな成果だったのではないかなと思ってい

ます。で、この署名活動には普段町政にはあまり関心のない方、それから町議会議員選
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挙には行かなかった、そういった、あのぅ、政治に無関心な方々も、あのぅ、我がこと

として署名活動に参加され、そして、周りの方に広げるという活動をしてくださいまし

た。このようにわが町の子ども達に直接かかわることでの署名活動というのはこれまで

になかったことでしょうし、また若い世代が町政に関心を持つ良いきっかけとなったの

ではないかと思っています。と同時に、あのぅ、声を上げることで、まちづくりに参加

しているという実感、これを得る機会となったのではないでしょうか。あのぅ、この活

動をきっかけに、あのぅ、本町としても、もっと若い世代や子育て現役世代の思いや声

が反映できる場、そういうなんか議論ができる場、それから反映できる仕組みづくり、

ここについてもう少し、あのぅ、しっかり考えていただければなあと思ったことでした。 

●山中議長（山中康樹） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい。 
●山中議長（山中康樹） えぇ、前回、次回からは通告内容に入れてください。 

●大和議員（大和磨美） はい、今から質問に入ります。ええと、障がい者雇用についてと

いうことで、１項目を挙げております。この夏、国の基幹である中央省庁において、障

がい者雇用の水増し報告がされていたことが明るみとなり、大きな問題となりました。

障害者雇用促進法４３条第１項の規定により、企業や国、自治体は働く人のうち、一定

割合以上の障がい者を雇うことが義務づけられています。法定雇用率は本年４月に引き

上げられ、民間企業は２．２％。自治体の場合においては首長部局や警察本部は２．５％。

教育委員会は２．４％となっております。で、本町役場におきましては、これまでも現

在においても制度に従って、障がい者雇用を、あのぅ、きちんと行っている状況で、今

のところ問題はないと報告を受けておりますが、今日は今後の対応について、伺ってい

きたいと思います。まず、この、あのぅ、水増し問題、ええと、国の機関が今回このよ

うな水増し報告を行っていたという要因を町としてはどのように捉え、どのように考え

ておられるのかをまずお伺いします。 

○服部総務課長（服部導士） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 

○服部総務課長（服部導士） えぇ、水増しの要因をお答えをする前に、制度の概要を簡単

にお話した方が分かりやすいと思いますので、まぁ、若干、議員のご意見の中にありま

したけれども、えぇ、その説明をさせていただきたいと思っております。えぇ、この制

度は障がい者の雇用の促進等に関する法律に基づくもので、この法律により法定雇用率

を適用されるのは、一般の民間企業の場合は、従業員数が今年３月までが５０人以上、

現在は４５.５人以上の民間企業、国及び地方公共団体の場合、機関ごとに雇用者数が今

年３月までが４３.５人以上、現在は４０人以上の機関となっております。定められてい

る法定雇用率は、一般の民間企業が２.２％、国及び地方公共団体が２.５％、それぞれ

平成３３年４月までには２.３％、２.６％にそれぞれ引き上げられる予定です。また、

雇用を促進するために民間企業には、障害者雇用調整金と障害者雇用納付金が設けられ

ております。障害者雇用調整金は法定雇用率を達成した企業に対し、越えた人数１人あ

たり月額２万７千円が支給されます。一方、達成できなかった企業に対しては、不足す

る人数１人あたり月額最高で５万円の障害者雇用納付金を納めることになります。国及
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び地方公共団体にあっては、法定雇用率を達成できなかった場合、実名を公表されます。

このような制度の中で、この度国の機関において水増しが行われているということでご

ざいますが、国においては平成２９年度分の再点検が行われておりまして、内容が公表

されております。具体的には３４の省庁及び委員会の行政機関において２７の行政機関

が法定雇用率を下回っており、不足する数は３,３９６人となっております。また、水増

しと考えられます人数は３,４６０人となっております。この要因を考えますと、民間企

業に比べ国及び地方公共団体の法定雇用率は、模範としてという意味もありましたが高

いものであること、併せ、公共機関の事務の内容を考えますと、大変厳しいものであっ

たのだろうと思っております。また、対象となる障がい者は、身体障害者手帳や療育手

帳などを所有している方が基本となりますが、身体障がい者については当分の間、医師

などの診断書や意見書も認めてられおり、解釈の誤りもあったのではなかろうと思って

おります。最終的な結果を待ちながら現在注視しているところでございます。えぇ、申

しましたように、我々地方公共団体においても同じですが、業務そのものが公共性を有

し、個人情報をはじめとする情報の管理や業務の専門性などを考えますと、この制度の

厳しさを現在痛感しているところであります。 

●大和議員（大和磨美） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、まぁ、要因として、まぁ、今述べていただいたようなこと

が大いにあると私も思っています。あのぅ、企業、民間企業とあれば、まぁ、未達成で

あった場合、納付金を納めなければならないというようなペナルティとも思えるような

ことがあったりということもありますし、あのぅ、まぁ、付け加えるとすれば、さっき

も少し触れられてはいたんですけど、障害者手帳の所持者のみをやはりあのぅ、カウン

トしているということも、あのぅ、一つの要因かなあというふうに思っています。また、

あのぅ、先ほども少し言われてましたけど、自治体の業務内容というのは本当に多岐に

渡る面があると思います。で、守秘義務などの、あのぅ、すごく大切な問題もあります

し、まぁ、障がいの種別においてはなかなかその業務を遂行するのに、その特性が逆に

支障をきたすこともあるんではないかなあというふうに思っております。で、民間企業

であれば、幅広い職種で障がい特性にあった、あのぅ、業務内容であるとか、部署を特

定して募集がかけられることもあるん、ありますし、また、あのぅ、業務委託方式をと

ったり、特例子会社、そういった、あのぅ、ことを、なので、障がいのある方の能力と

いうのを最大限に生かせることもできているんですけれども、やはり自治体であれば、

その、まぁ、皆さんに門戸を広げるという点で、あのぅ、募集をかける際に特定の部署

でって、こう、この業務内容で募集してますっていうことが、なかなか言いづらいんで

はないかなあというふうに感じました。ええと、現在、あのぅ、本町では法定雇用率は

満たしてはいるんですけれども、あのぅ、ちょっと気がかりに思ったのが、先日、あの

ぅ、総務教民常任委員会にて、あのぅ、課長さんが今後は退職者もあって、法定雇用率

を割る可能性もある、どうします、なん、そこがあのぅ、まぁ、課題ですというふうに

おっしゃれ、おっしゃっておられました。あのぅ、それで、あのぅ、来年度以降の本町

の状況および採用計画というのがあれば教えてください。 
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○服部総務課長（服部導士） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 

○服部総務課長（服部導士） えぇ、現在の本町の状況は、法定雇用率は２．５％に対し２．

７％でありまして、引き上げ予定の２.６％となった場合でも達成することができる状況

にはありますけれども、えぇ、今後の職員数の変動や、対象となっている障がい者も退

職や雇用の継続ができない場合もありますので、新たに障がい者雇用を行う必要がある

と考えております。具体的な計画は現在持ってはおりませんが、新規採用、臨時的雇用

のろうほ、双方が考えられますので、状況をみながら、できればゆとりが持てるように

対応したいと考えております。なお、来年度に向けては現在、検討している状況でござ

います。 

●大和議員（大和磨美） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、ええと、まぁ、まだ計画といっても、そう具体的なものは

ないようなのですが、あのぅ、本町は、あのぅ、いろんな福祉施設もあります。そして、

あのぅ、石見養護学校もあったり、あのぅ、そのぅ、そういったなかで、あのぅ、十分、

あのぅ、この役場でも働けるような能力を持っておられる方たくさんいると思われます

ので、しっかり、まぁ、ハローワークさんとも協働するのはもちろんなんですけど、あ

のぅ、そういった福祉施設、そいから学校、そういったところともしっかり連携をとっ

て、あのぅ、まぁ、できればこの近隣の方を採用していただいて、しっかりこうあのぅ、

地元で頑張っていただけるような環境というのを、あのぅ、役場も率先してつくってい

ただきたいなあと思います。で、ええと、まぁ、ここまでは役場関係のことでしたんで

すけど、あのぅ、この町内の一般事業所での障がい者雇用の状況がどのようになってい

るのか、あのぅ、教えてください。 
○日高商工観光課長（日高始） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 商工観光課長。 

○日高商工観光課長（日高始） えぇ、町内の一般事業所の障がい者の法定雇用率のことで

ございますが、ハローワーク川本のほうに問い合わせをいたしました。えぇ、公共職業、

公共職業安定所による障がい者の法定雇用率の調査によりますと、えぇ、これは最新の

ものは平成２９年の６月１日現在の数値ということになっております。えぇ、これによ

りますと、邑南町内の対象となる民間企業はすべて法定雇用率を上回っている、達成を

しているという状況でございます。 

●大和議員（大和磨美） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、ええと、まぁ、あのぅ、町内にある一般企業で、あのぅ、

制度に関わってくるような事業所ではすべて法定雇用率を満たしているということで、

まぁ、安心はいたしました。で、あのぅ、まぁ、障がい者雇用をする面においては、や

はりあのぅ、職場と雇われる側が両思いであることが大切なんじゃあないかなあと私は

思っております。雇う側はどういう部署でどういう職務内容か、そして、あのぅ、その

方にどういった支援ができるか、そういったこともきちんと提示してあげて、あのぅ、
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就労に向けての、こう、できるという可能なことをしっかりあのぅ、雇用される側に伝

えてあげる、そういったことも、あのぅ、必要だと思いますので、あのぅ、まぁ、町と

してもそういったことにもっと関わっていただきたいと思っています。それから障がい

のある方の特性や能力を活かした働き方をしていただくためには、あのぅ、必要な配慮

というのがあると思います。まぁ、例えば、身体障がいのある方には、まぁ、バリアフ

リー化はもちろんなんですけど、あのぅ、トイレへのオストメイトの設置であるとか、

まぁ、ハード面で、の配慮が必要となることもありますし、また障がいの程度によって

は全くこう配慮、そういったハード面の配慮は必要のない方もおられます。で、私がち

ょっと気がかりなのはやはりあのぅ、精神、知的障がいのある方というのを、に対する

支援ですね。あのぅ、そういった方は、そのぅ、特性や症状っていうのが、もうほんと

千差万別だと思います。で、あのぅ、特性や症状に配慮したその勤務時間の短縮である

とか、またジョブコーチっていう制度もあります。この辺でしたら、あのぅ、浜田にあ

るウィンドさん、発達障害者支援センターのほうであるとか、そいから大田にあるジョ

ブ亀の子さん、この辺からジョブコーチをお願いすれば付けていただけることもありま

すし、あのぅ、その都度相談にものっていただけます。またあのぅ、一般企業では、あ

のぅ、障がい者雇用を行っているとこでは、あのぅ、多いんですけど、あのぅ、メンタ

ーとか、チューターとか呼ばれる担当職員を付けるような支援をされている企業が大変

多いです。で、あのぅ、このような支援や配慮をすることで、まぁ、長期的に働ける環

境づくりということが行われます。で、あのぅ、本町役場ではこのような、あのぅ、例

えばジョブコーチであるとか、短時間勤務への配慮、そういったことがまず行われてい

るかどうか、それから今後そういった、あのぅ、支援を行っていくつもりがあるかどう、

ちょっとその辺のことを教えてください。 
○服部総務課長（服部導士） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 

○服部総務課長（服部導士） まぁ、あのぅ、一事業所としての、この役場の中におきまし

ては、まぁ、現在、あのぅ、そういうまぁ、支援の必要な方はいらっしゃいませんけれ

ども、まぁ、今後はまぁ、特に今回、島根県のほうがですね、あのぅ、知的障がい者の

方、あるいは精神障がいの方の雇用についてですね、門戸を開かれたいうことがありま

すので、まぁ、どのようにやられるかちょっと分かりませんけれども、まぁ、その他に

もやはり、あのぅ、身体障がい者の方についても、あのぅ、これからまぁ、あると思い

ますけれども、あの自立歩行が無理な方、あるいはあのぅ、視力障がいのある方、まぁ、

たくさんいろんな方がいらっしゃいますけれども、えぇ、当然それに合わせてですね、

あのぅ、雇用を求める以上はそれなりの整備をしていく必要があると、またあのぅ、職

員についてもそういう教育をしていく必要があるというふうには思っております。失礼

しました。それと、えぇ、まぁ、町の各一般の事業所に対しても、あのぅ、町の、あの

ぅ、指導の方針ですけれども、まぁ、あのぅ、特には行っておりませんで、えぇ、そう

いう問題が生じましてですね、まぁ、ほんとはそれが生じる前に、あのぅ、いろいろと

指導、研究する必要があると思っておりますけれども、現在もまだ行ってはおりません。 
●大和議員（大和磨美） はい、議長。 
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●山中議長（山中康樹） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、ええと、まぁ、現在あのぅ、この本町役場ではそういった

精神、知的障がいのある方が、まぁ、まだあのぅ、働いておられないということで、あ

のぅ、今からあのぅ、ここは勉強していってほしい部分ですし、あのぅ、また国の方の

そういった機関のほうでも、あのぅ、職員向けにどうもあのぅ、さっき私が言ったメン

ターとかチューターと呼ばれるような担当職員の、になるためのその研修制度というの

があるようなので、ここら辺もこう、研究していただいて、受けたりしていただいて、

まぁ、今いないからじゃなくて、今後そういった方がもし採用になられた場合に、すぐ

に対応できるような体制、そういったことをあのぅ、今はのうちからつくっておいてい

ただければいいと思いますし、そういった姿がまたあのぅ、町内事業所でも、あのぅ、

追随していくような、あのぅ、背中を追うような形になっていくんじゃあないかなと思

いますので、ぜひ、あのぅ、メンター制度、チューター制度についてちょっと研究して

みてください。ええと、それから、あのぅ、国全体においてもですけど、あのぅ、まぁ、

町内の事業所さんとお話していると、やはりどの事業主さんも、もう人手不足というこ

とで、まぁ、十分な働き手が確保、確保ができてないということに非常に悩んでおられ

るのは、もう皆さんご承知のとおりだと思っています。で、まぁ、さっきから言ってま

すけど、障がいのある方もまわりのほんとちょっとした配慮や支援で、あのぅ、その持

っておられる能力を活かせるっていうことはほんと多いです。で、働き手として、まぁ、

いろんな可能性も持っておられます。で、あのぅ、私がこれずっとあのぅ、一番、その

ぅ、障がいのある方、特にあのぅ、精神、知的のある方のその労働力っていうのに注目

しているのが、農福連携です。農業と福祉の連携。あのぅ、まぁ、町内にはさっきも言

いましたけど、福祉作業所やそれから障がい者支援施設、救護施設、そういったとこに

たくさん、あのぅ、元気な体力のある障がいを持った方おられます。また石見養護学校

の、あのぅ、卒業生もあのぅ、ほんと、たくさん能力をもった方おられます。で、その

あたりと農業法人、そいから農協、そういったところうまくつなげることができれば、

あのぅ、まぁ、全国でも広がりつつあるんですけど、農福連携、ここがやはりあのぅ、

うちの町では、あのぅ、できる可能性がかなりあるんじゃあないかなあと思ってみてい

ます。で、この辺の農福連携について今町の方ではどういうふうに考えておられるかち

ょっとお聞きしたいんですが。 

○沖福祉課長（沖幹雄） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 沖福祉課長。 

○沖福祉課長（沖幹雄） 先ほど、あのぅ、商工観光課のほうから、まぁ、一般事業所の状

況がでたんですが、もう一つあのぅ、就労ということに関しては、あのぅ、福祉的就労

というものがございます。就労支援継続Ａ型とかＢ型とか言われるものでございます。

それは、あのぅ、いきなりこう一般就労じゃなくて、そういったものを経由しながら、

あのぅ、だんだん仕事に慣れて、あのぅ、一般就労を目指すというような形です。で、

人数ですけど、今あのぅ、町内Ａ型でやっとられる方が１人、そいからＢ型で働いてお

られる方が４７人おられます。ですからあのぅ、今言われたあのぅ、農業関係につきま

しても、まぁ、そういった方々が、あのぅ、候補になってくると思いますし、事業所で
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も、あのぅ、そういった農業に近いような、あのぅ、事業を、あのぅ、取り入れておら

れる方も、事業所もあると思いますんで、そこら辺がまぁ、つながってくるかと思いま

す。またあのぅ、地域おこし協力隊の方の中には、あのぅ、そういったまぁ、障がいの

ある方がおられて、実際にあのぅ、農業の関係で就労につながったような例もございま

す。 

●大和議員（大和磨美） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、まだ研究段階というか、あのぅ、いう感じかなあというふ

うに受けました。で、まぁ、今福祉的就労の話をされたんですけど、ここ、こういった

就労の仕方であれば、あのぅ、作業賃金という形になってしまって、なかなかそれで仕

事として成り立つというふうなことにはなりにくい面がありますので、やはりこう農業

をなりわいとして、仕事として、そういった障がいのある方がしっかりこう労働力とし

て、働けるような仕組みづくりをしていけば、私は、あのぅ、今の邑南町のこの人手不

足の一部は解消できるんじゃあないのかなあというふうに思っています。あのぅ、もう

少し、また民間のほうともいろいろこう連携して、あのぅ、研究進めていっていただけ

ればいいなあと思っています。ええと、なんか町長さん、前ちょっとあのぅ、農福連携

のことでなんかちょっとお話をしたことあるんですけど、思っとられることが今ありま

したらお願いします。 

○石橋町長（石橋良治） はい、議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 石橋町長。 

○石橋町長（石橋良治） えぇ、まぁ、農福連携は、まぁ、えぇ、邑南町が発足してからの

これは大きな課題というか、テーマだというふうに、まぁ、思っているわけでして、で、

まぁ、おっしゃるようにこう目に見えた形でガッと進んでいるということはないかも知

れませんが、やはりこれは個々の対応ということで課長が言いましたように、そういっ

た方々も何かの就労にこうつながっていくっていう努力はしている、ということはご理

解いただきたいというふうに、まぁ、思います。で、やはりあのぅ、おっしゃるように、

まぁ、人手不足っていうのが一番の今後の大きな課題だろうと思いますので、えぇ、農

福連携にかかわらず、そういった障がいを持っていらっしゃる方々が、どういう特性を

活かしてどういう場で働くかということについては、あぁ、今、国の方もいろいろとこ

ういう過疎地域に対しての制度をつくろうとしております。えぇ、まぁ、ここでくわし

く申し上げるわけにはいきませんけども、まぁ、言うたら、あんまりその障がいの有無

にかかわらず、田舎で働きたい者はどんどん邑南町で働くように、そしてそれが一定の

収入が得られるようにという制度を今、考えておりますので、あまり分けて考えずに、

特性をあくまでも生かすという観点から、我々はそういう輪をみつけていきたいなあと、

まぁ、こういうふうに、まぁ、思ってます。 
●大和議員（大和磨美） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、特性を活かした方向で障害がある、ないに関わらず、みん

ながこう働く場が確保できる、で、働く喜びが感じられる、そういった町にしていって
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いただければいいなと思っています。ええと、２点目の質問に入ります。ええと、今回、

８０５０問題について考えて行きたいと思います。８０５０問題、なんやと思う方が、

おられる方も、まぁ、なんやと思われる方もいらっしゃるかも知れません。この問題は

いわゆる引きこもりやニートについての問題です。まぁ、引きこもり、ニートの問題に

ついては、あのぅ、教育民生常任委員会の方で、４年前に相模原市の取り組みを、あの

ぅ、学びに、視察にまいりました。で、その後この議会において、一度、中村議員が一

般質問でとりあげられております。で、その時は、まだ、あのぅ、この町としては十分

な支援体制が整っておらず、まぁ、課題として認識はしているが、支援を模索中だとい

うような答弁が返ってきました。で、まぁ、そのまぁ、一般質問で取り上げられたり自

分も視察に行って、あのぅ、かん、あのぅ、まぁ、実際にいろんな支援の方法を学んで

来て、その後まぁ、ずっと、あのぅ、どんなことができるかなあというふうにずっと心

に留めて、いろいろこう周りを見渡したり、あのぅ、気になるニュースがあったりした

ら、あのぅ、まぁ、ピックアップしたりして、あのぅ、自分の中で置いとったんですけ

ども、まぁ、そんな中で、まぁ、最近ちょっと地域で対象者と思われるような方、気に

なる方がおられたり、またあのぅ、私ずっと発達障害についての学習や啓発活動を行っ

ているんですけど、まぁ、そういった関連することもあって、あのぅ、まぁ、ほんと気

になる存在ではありました。で、そんなところに数か月前、あのぅ、ＮＨＫの特集番組

で、アラフォークライシスという番組がありました。で、私もこれ視聴してたんですけ

ども、これが全国で大きな反響を呼びました。で、これが結局、あのぅ、引きこもり問

題が、あのぅ、発覚して、まぁ、問題となったのはそもそもが学校に行かない子どもた

ちの問題として、１９８０年代に、あのぅ、社会問題となったんですけど、その後その

子ども達が青年期となって、２０００年代には引きこもりという呼び方でクローズアッ

プされてきて、あのぅ、まぁ、当時は、これは若者の問題とされてたんですが、あのぅ、

その引きこもり世代が、またあれから１０年、２０年経って、今度あのぅ、そのぅ、１

０代、２０年たっ、１０代、２０代だった若者が４０歳、５０歳となって、その親世代

が７０歳、８０歳となってきています。で、この子ども世代の年齢である５０をとって、

それから親年代の年齢である８０歳をとって、それで５０８０問題、８０５０問題と言

われるようになってきた、これがあのぅ、まぁ、特集番組があって、ほんで、私もこれ、

同年代にちょうどなるんです。で、実際、あのぅ、周りで不登校だったり、引きこもり

だった、あのぅ、人を、まぁ、見てきた経緯もあって、やっぱりそういった方が、あの

ぅ、親亡き後どうするんかなぁっていうのがすごく気になってました。で、まぁ、町内

見渡してみても、ちょっとやっぱり気がかりな方がおられたり、それでも、こう自分も

どうやって声かけしていいんかなっていうふうに、ずっと見て来たり、また近所の方も、

あのぅ、そういう方がおられるいうのは認識はしておられるんですけど、やはりこう、

どう声をかけていいんかなっていうふうに、あのぅ、ちょっと悩んでいる、それからそ

うっと取り巻きで見ておいているっていう状況が相変わらずこう続いている、そういっ

たことが今すごく気になって、今、今日、あのぅ、この問題として今どうなっとるんか

な、町として何ができるんかなぁっていうのを聞いてみたいなあと思って取り上げてみ

ました。で、あのぅ、２０１６年の内閣府の調査によれば、引きこもり状態の人はまぁ、
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全国で約５４万人と公表されてます。で、まぁ、この数字に入っているのは、３９歳以

下の方のみなんですけど、ほんで、４０歳以上の方々の数は５４万人にカウントされて

ません。で、専門家に言わせると、この４０歳以上の方も含めるとおそらく１００万人

を超えるのではないかなあというふうな見方がされているのが現状です。で、それを裏

付けるように、まぁ、最近の調査に、別の調査によれば、４０代以上の方が引きこもり

層全体の半分以上を占めている、こういった結果が次々と出てます。で、自治体によっ

てはもっと踏み込んで詳細な調査を行ったとこもあるんですけど、あのぅ、佐賀県の調

査では４０代以上が引きこもり層の７割を超えていたという結果もあったり、また長期

化という点で見れば、あのぅ、引きこもり傾向が１０年以上続いている、そういった方

が４割をもう優に超えているというような結果が出ていて、まぁ、そのぅ、長期高年齢

化は全国的な傾向であって、あのぅ、これはうちの町ももしかして当てはまっているん

ではないかなあというふうに、あのぅ、思いました。で、内閣府のほうではようやくこ

の問題を喫緊の課題として認識して、４０歳以上の引きこもりについての調査を今秋実

施することとされています。で、そこでお伺いします。ええと、ええと、まぁ、４年前

の中村議員の質問に対する答弁の時には、当時は町内では３１人対象者と見られる方が

おられるというような結果がありましたが、まぁ、現在、この状況がどうなっているの

かということをちょっと、現在の町の様子を教えてください。 

○沖福祉課長（沖幹雄） 番外 

●山中議長（山中康樹） 沖福祉課長。 

○沖福祉課長（沖幹雄） まずあのぅ、引きこもりという定義でございますが、あのぅ、仕

事や学校に行かず、かつ家族以外の人との交流をほとんどせずに６カ月以上続けて引き

こもっている状態の方というふうに厚生労働省により定義されております。ただし、あ

のぅ、重度の障がい、疾病等で外出できない方を除きます。それであのぅ、邑南町の状

況でございますが、あのぅ、先ほど言われた平成２５年以降は調査がされておりません

ので、その時の数字をまず紹介したいと思います。あのぅ、人数でございますが、平成

２５年１１月に島根県が民生委員児童委員さんの協力を得て、引きこもり等に関する実

態調査を行っております。それによりますと、議員おっしゃいましたように、邑南町全

体で３１人という結果が出ております。年齢の内訳でございますが、４０歳未満の方が

１８人、４０歳以上の方が１２人、年齢不明の方が１人であります。該当者の状況です

が、６カ月以上引きこもっている方が、の割合が約４２％、引きこもっているけども買

い物程度の外出はする方が約４５％でございます。また男女別では男性が約６８％と多

い状況でございます。それであのぅ、ちょうど今回、あのぅ、町ではございませんが、

民生児童員協議会、邑南町の民生児童員協議会のほうでちょうどこのことも気にされて

おりまして、５年経ったということで、今年の秋に、あのぅ、その時と同じような調査

項目において、あのぅ、調査する計画を持っておられます。 

●大和議員（大和磨美） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、まぁ、その後調査が行われていないので今の正確な数字は、

あのぅ、今後の民生委員さんの調査でまぁ、分かるというようなお答えだったんですけ
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ど、あのぅ、この民生委員さん頼みっていうのも、ちょっとあのぅ、私としては、あの

ぅ、それでなくても民生委員さんすごく、あのぅ、多岐に渡る活動が多くて、あのぅ、

まぁ、疲弊されていると言ったらちょっとあれなんですけど、あのぅ、すごく負担が重

くなっている部分があるんじゃあないのかなあと思います。あのぅ、で、特にやっぱり

あのぅ、今ある民生委員さんと話した時に気がかりな人がおっても、こう、まぁ、さっ

き私も言いましたが、どう声をかけていいのか、困ってないっていうように、こう踏み

込んで行き方がむずかしいよなあというようなお話をされていたこともあります。あの

ぅ、そういった点からはやはりあのぅ、民生委員さん頼みにするんじゃあなくて、あの

ぅ、せっかくあのぅ、集落担当で保健師さんとかもおられますし、また、あのぅ、地区、

地区社協とか、そういった身近に、あのぅ、まぁ、民生委員さんと共に動けるような方

もおられると思いますので、そういった方も一緒になって、あのぅ、やっていくよう、

ような方法の方がいいのかなあというふうに思いました。ええと、それからええと、ち

ょっと、もうちょっと聞きたいんですけど、あれからまぁ、５年経っていますよね、そ

の後、ええとまぁ、４年前の質問の時には、あのぅ、当事者の方、家族の方は何の支援

も受けておられない方がほとんどだというふうな答弁が返ってきていました。で、その

５年間、じゃあいったいこう町として今何をしてきたんかなあというのが気になるので、

あのぅ、その間の行った支援であるとか、こういった方法でアプローチしてみたという

ことがあれば教えてください。 
○沖福祉課長（沖幹雄） 番外 

●山中議長（山中康樹） 沖福祉課長。 

○沖福祉課長（沖幹雄） えぇ、あのぅ、引きこもりの方につきましては、何かしらの生き

づらさ、あるいは生活のしづらさをお持ちでございます。人間関係を築くのが苦手であ

ったり、人間不信というもの、あるいは自信の喪失があることが見受けられます。そし

て長期に渡っていることも多く、支援の手が差し伸べられていない、あるいはきっかけ

がつかめず福祉の制度につながっていない場合もあります。邑南町では、平成２７年４

月に島根県ひきこもり支援センターが設置されたことに併せ、福祉課を相談窓口として

おります。具体的な支援策でございますが、町内３つの相談支援事業所に一般相談支援

事業を委託しております。近年、各事業所の体制が整ったこと、また、昨年度はケーブ

ルテレビの番組の中でＰＲされたこと、そして事業所紹介のチラシを作成し全戸配布さ

れたことにより、障がいのあるなしにかかわらず相談件数が増えており、こうした引き

こもりの方の相談や支援につながっております。また、平成２７年度から始まった生活

困窮者自立相談支援事業については、町社協で取り組んでいただいておりますが、その

相談のなかで、これまで潜在的で表に現れなかった、ひきこもりの方の相談、支援につ

ながったケースもあります。これらのケースについては、関係機関同志や、町保健師等

の専門職の連携により対応しております。これらのことにより、良い流れができてきま

したが、議員おっしゃいますように、何かのきっかけがないと支援が始められません。

今年度に入り、邑南町民生児童委員協議会の全体研修で、相談支援事業所の紹介も行っ

ていただきました。また、ある事業所では訪問型生活訓練という事業も始められる予定

でございます。８０５０という言葉も生まれ、社会の認識も少しずつ高まっており、各
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機関が連携し、引き続き支援を行ってまいります。また、先ほどあのぅ、話されました

声がけの方法というもんでございますが、なかなか、あのぅ、専門職の方でないと難し

い面もあると思います。そういった相談支援事業所なり、町保健師等はそういったまぁ、

テクニック的なものも持ち合わせでございますので、そこの辺もあのぅ、活かしていき

たいというふうに考えております。 

●大和議員（大和磨美） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 大和議員。 

●大和議員（大和磨美） はい、あのぅ、まあ、その後の体制の中で徐々にこう、あのぅ、

支援体制ができて来つつあることが今知れてほんとよかったです。あのぅ、４年前では

まだ相談窓口とか、あのぅ、対策協議会的な横のつながりっていうのがなかって、設置

する方向で取り組みたいっていう答えで終わってましたので、まぁ、その後やはりいろ

いろ進展があったり、あのぅ、相談につながるようなこともあったようなので、あのぅ、

ちょっと今聞いて安心いたしました。あのぅ、やはりあのぅ、この８０５０問題、あの

ぅ、簡単に見過ごしてはいけない、もうほっとけない時期に来ているんだと思います。

あのぅ、親が元気なうちは子どもを養えますが、まぁ、養うのも今現在親の年金だけで

生活、生計を立てているような、あのぅ、場合だとほんと親亡き後をどうしていくのか

な、そのまま生活保護というわけにもやはり、あのぅ、まだまだ働ける年代、それから

支援があれば、あのぅ、自立ができる年代ですので、この辺への援助っていうのは、も

う今じゃないとできない問題かなっていうふうに思っています。また、あのぅ、８０５

０問題で何が問題なのか、他にもあります。あのぅ、対象者に兄弟がいる場合はやはり

その方の面倒をみる、みないということですごく、あのぅ、じん、あのぅ、まあ、番組

見ててこう問題が起きている、そういったことも、あのぅ、知りましたし、またあのぅ、

まぁ、先ほど課長も言われてましたけど、引きこもり傾向のある方には、やはりあの精

神障がいであるとか発達障がいである方も相当数おられるとみられてるんですけど、や

はりその支援につながってなかったり、グレーゾーンでその障がいとして認定されない

方っていうのも、かなりの数がおられますし、それからまぁ、長年、１０年以上とかそ

ういうふうに引きこもっておられますと、まぁ、就労してない状態が続いておられます。

あのぅ、年金をかけてない、無年金そういった問題もあのぅ、生じてくる場合がありま

すし、あと、まぁ、うちの町では、あのぅ、顔の見える範囲で、あのぅ、つながってい

る町なので、あのぅ、まぁ、そういったことも、あのぅ、どうかなと思うんですけど、

もしやはり災害とか緊急時、そういった時にその要支援、支援が必要な方っていうリス

トから漏れている場合があると思うんです。あのぅ、本当はその家に暮らしておられる

んだけど、やはりその引きこもっておられるから、こう、普段からのつながりがない、

付き合いがない、そういったことでちょっと見落とされるケースがあるかなあというこ

とも、これ懸念されますので、まぁ、またあのぅ、今から民生委員さんとそういった調

査に、あのぅ、最新の調査をされることで最新の状況っていうのが分かってくると思い

ますので、そういった災害時の支援ということもちょっと視野において、あのぅ、援助

していただければいいかなあと思っています。ええと、まぁ、本町のような田舎で隣近

所の顔が見えて、あのぅ、都会に比べて人とか地域の関わりが密なところ、そういった
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ところだからこそできる支援というのもあると思います。まぁ、今後あのぅ、どういっ

たふうに関わっていけるかはすごく難しい問題ではあるんですけど、まぁ、マイノリテ

ィだから、そいから踏み込みにくいデリケートな問題だからっていうふうにもほっとけ

ない時代になって、あぁ、ほっとけない時期になってますので、まぁ、本町らしい支援、

そういったことを望んでおります。ええと、まぁ、今日の質問内容っていうのが、まぁ、

少々理想論となってしまった点があったんですけれども、まぁ、理想も含めてこういう

町にするんだ、福祉の町ってゆっていくからには、やはりそういった理想を求めて何が

できるかそういったことを考えることは大事なのかなあと思って、まぁ、項目を取り上

げました。ええと、まぁ、時間があるので、ちょっとあのぅ、研究してみてほしいので

すが、まぁ、今日の関連なんですけれども、あのぅ、障がいのある方の就労支援、それ

から引きこもり、あのぅ、まぁ、こういった傾向がある方は、まぁ、発達障がいがひそ

んでいる場合がすごく多いんですけど、あのぅ、まぁ、その関係で、あのぅ、私、あの

ぅ、この夏休み期間中に、あのぅ、郡内の通級指導教室の先生方とそれから保護者さん

と一緒に、あのぅ、県立仁摩高校のほうにおじゃましました。こちらは、あのぅ、島根

県では２校しかないんですけど、県立高校に通級指導教室が設置されています。ええと、

島根では松江農林高校と仁摩高校にあります。で、ここでは何が行われているかという

と、やはりあのぅ、高校っていうと義務教育からもう外れているんですけど、あのぅ、

そういった障がいのある方、発達、特に発達障がいとか、グレーゾーンの方にとっては、

義務教育が終わってしまったら、なかなかこう支援が受けられない。それから、あのぅ、

助けがない。それから制度的にもこう、障がい者の枠から外れてしまいがちで、あのぅ、

ほんと途切れてしまうんです。それまで受けれた指導という、教育的な指導であるとか、

福祉的なことから漏れてしまう。そこをやはり県立高校の義務教育でないところで行わ

れているということがすごく意義があることかなあというふうに思いますし、またここ

では、そのまぁ、高校のカリキュラム以外で、あのぅ、自立支援活動というのを行って

おられまして、あのぅ、この自立支援活動では、まぁ、自分の特性について考えたり、

あのぅ、その、それをええとまあ、自立支援活動を通して、あのぅ、将来に向けての就

労であるとか、進学、そういったことを、あのぅ、高校生の間にいろいろ、自分で学ん

で自分で進路を決める、そういったことの援助がここの仁摩高校では受けられています。

で、私が思うのは、あのぅ、邑南町ではやはりそのぅ、まぁ、いろんな施設があって、

矢上高校があって、石見養護学校があって、横のつながりもあのぅ、できて来つつある

んで、あのぅ、こういったその高校における障がいのある人への支援っていうことも、

本町でもちょっとつなげて考えていけばできるんじゃあないのかなあと思いました。ま

たあのぅ、関係の、関係各課でいろいろ研究してみていただければ、今後のまちづくり

それから障がいのある方、あのぅ、なかなか社会と関われない方、そういった方がまち

づくりや社会に参加していくきっかけづくりになるのかなあと思って、ちょっとあのぅ、

お話に挙げさしていただきました。以上で私の質問は終わります。ありがとうございま

す。 
●山中議長（山中康樹） 以上で大和議員の一般質問は終了いたしました。ここで休憩に入

らせていただきます。再開は午前１０時３５分とさせていただきます。 
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―― 午前１０時２０分 休憩 ―― 

―― 午前１０時３５分 再開 ―― 

●山中議長（山中康樹） 再開をいたします。続きまして通告順位第２号、漆谷議員登壇を

お願いします。 
●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） ６番、漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） 改めまして皆さんおはようございます。えぇ、６番、漆谷光夫で

す。えぇ、最初質問に入る前に、ええと、今年は大きな、大きな被害が全国各地で起こ

っております。えぇ、今なお、台風被害、大雨被害、そして地震被害と、えぇ、現地で

は大変ご苦労や難儀があろうかと思います。えぇ、この場を借りてではございますが心

からお見舞いを申し上げます。えぇ、さて、私は今議会において、２点の事項について

質問をさしていただきたいと思います。えぇ、通告順に申しますと、まず１点目は矢上

高校言いますか、高校全体のことですが、高校を核に未来を担う人材育成について。そ

いで、２点目は、えぇ、しごとづくりセンターについて、以上２点を質問さしていただ

きたいと思います。えぇ、質問は通告書の順にしたがって行いますのでよろしくお願い

いたします。えぇ、まず最初に、高校を核に人材育成ということでございますが、これ

は文科省が８月に新聞報道で、えぇ、私も知ったわけですが、なんで文科省が、あのぅ、

いわゆる地方創生にかかわる問題について乗り出したのかなあというて、まぁ、いろい

ろ、ちょっと首を傾げた場面もあるわけですが、よくよく考えますと、新、次期新指導

要領では、社会を、社会の担い手ということが、まぁ、教育長はご存じだと思いますが、

社会の担い手を育成していくんだということが出ております。これがポイントだいうふ

うに教育長のほうから承ったことがあります。従いましして、このぅ、高校を核に地域

を担う人材育成ということは、まぁ、その延長線上で文科省が乗り出してきたんではな

かろうかというふうに考えております。えぇ、矢上高校は元々、昭和２１年乙種実業学

校として産声を上げました。そして、２２年に矢上村立実業学校として、農林科、家政

科が設けられというふうに記録に残っとります。そして、あくる年２３年に、えぇ、矢

上高校として県立、あぁ、島根県立矢上高校としてスタートしました。えぇ、それ以来、

７０年、７０周年を今年迎えます。えぇ、当時地域の皆さんは、えぇ、戦後間もない混

乱時期でありますので、これからは教育が大事なということで、おそらく地域の担い手、

教育を通して地域を立て直そうという熱い、高い志があったのではなかろうかというふ

うに推察するわけです。時は７０年過ぎましたが、今も昔も何らその、諸先輩の、大先

輩の、諸先輩に、の思いは私たちもしっかり引き継いでいかねばならないという思いか

ら、えぇ、この問題を掲げております。高校はまちづくりの大きな柱の１本であるとこ

は間違いありません。その高校を存続していくためには魅力化というものは欠かせない、

非常に大事な点かと思います。いい学校、魅力ある学校をつくっていかないと生徒も集

まりませんし、先ほど来申し上げますように、町の中核として人材を育成していくこと

もなりません。そういう意味から、私は今文科省が来年からスタートさせようとする高

校を核にした人材育成ということについては、積極的に矢上高校と連携をしながら取り

組んでいくべきだというふうに考えております。それでは質問に参ります。まず、１点
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目は矢上高校の担う役割り、そして期待されることは何か、現時点でどのようにお考え

になっているかこの点についてお聞きします。 
○三上定住促進課長（三上直樹） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 三上定住促進課長。 

○三上定住促進課長（三上直樹） 矢上高校が担う今後の役割りと期待はという、まぁ、ご

質問でございます。国では次世代の学校、地域を創生プランに基づき、地域と共にあ

る学校への転換を進めておられます。また、島根県では全国に先駆け、離島、中山

間地域において、地域の拠点としての学校を地域が協力して支えるという考えのも

と、町村と高校が協働して高校の魅力化に取り組んでいます。今年３月、島根県教

育委員会に対し、今後の県立高校のあり方検討委員会から提言された２０２０年代

の県立高校の将来像について、においても、中山間地域の高校のあり方として、地

方創生、地域活性化の観点からも、えぇ、協働して学校の魅力化、特色化を図ると

の方向性が再確認されているところでございます。これらに共通するキーワードは

連携、協働でございます。そして高校のあるべき姿としては、地方創生推進に向け、

学校を核として地域社会が活性化していく姿を描いています。県立高校のあり方検

討委員会からは、えぇ、覚悟を持って高校を存続させるという堅固な認識を県と市

町村が共有するとの記述もされ、市町の姿勢についても問われているところであり

ます。本町では現在、高校と共に策定した矢上高校将来ビジョンにより、小学校、

中学校、高校、大学や地域との連携協働ができる学校を目指した取り組みを３１年

度までを期間に進めているところであります。高等学校を核とした地域振興のあり

方と高校に求める機能等についても、えぇ、矢上高校将来ビジョンの次期対策策定

に向け教育委員会とも連携し、矢上高校との情報共有に努める必要があると認識を

しております。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、ありがとうございました。えぇ、次にですね、あのぅ、少

子高齢化、人口減ということを非常に私は深刻な問題だというふうに捉えております。

えぇ、毎月出る広報おおなんで最終ページにいつも人口の動きが載っとるわけですが、

えぇ、先月７月３１日においては１万とんで８６１人。えぇ、前年度と比べま、前年同

月と比べますと２０２人の減となっております。まぁ、邑南町もいろいろ社会動態を上

げるためにいろいろな施策で頑張っておりますが、なにせ自然減については致し方ない。

えぇ、このままですと、５年、６年しますと邑南町がかかげる１万人という大きな目標

がキープできないではなかろうかいうふうに考えております。この点についてどのよう

に認識されているのか、この点について伺いたいと思います。 
○三上定住促進課長（三上直樹） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 三上定住促進課長。 

○三上定住促進課長（三上直樹） 少子高齢化、人口減少について、まぁ、どういうふうな

認識をもっておるかということだと思います。邑南町版まち・ひと・しごと創生総合

戦略では、２０６０年の町の人口が約５千人と推計されている状況を、戦略実行に
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より１万人にまで押し上げる計画となっております。計画の一つ目は、みんなのふ

るさととなるまちを掲げ、新たな転入者を毎年、地域で６４人確保していくこと。

二つ目の家族と暮らしたいと思えるまちでは、出生数を毎年８０人確保していくこ

と。三つ目のたくさんの出会いがあるまちでは、観光入込客年間１００万人の確保

を目指しています。あのぅ、これを町の施策と、１２公民館単位の地区別戦略によ

り達成しようとするものでございます。１００万人の観光客を各地区に呼び込み、

地域で仕事をつくる、各地区で若者にＵターンを働きかけたり、Ｉターン者を受け

入れたりして毎年６４人の転入者を確保する。えぇ、子育て日本一の実践で出生数

８０人を達成する事が、これらが達成できれば、あのぅ、町の人口は将来的にも 1

万人を切ること無く推移するという計画でございますので、これを着実に取り組む

必要があるというふうに考えております。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） えぇ、まぁ、１万人はキープできるという判断だと思います。ま

ぁ、私は個人的に思うに、そう甘くはないなあというのが私の実感であります。そこで、

現在Ｉターン、Ｕターンいうことで、いろいろ町もいろいろな施策でがんばっておられ

ます。まず、私が考えるのは、日本一の子育て村、ここで育った子ども達が、まずこの

邑南町を担っていく核、中心の人材になっていただけることが、一番理想ではなかろう

かというふうに思います。しかしながら、最近の高校卒業後の、これはあくまで高校卒

業された方が、地元にすぐ残って就職されて定住される方のことですが、えぇ、まぁ、

少ない年で３人、そして多いい年で７人、この１０年を見ますとそういう状況です。え

ぇ、トータルしますと４７人というデータがございます。平均しますと１年に４．７人

ずつ残っとられます。まぁ、もちろん一度就職してＵターンされる方、あるいは進学さ

れて、勉強されて帰って来られる方、まぁ、いろいろあります。一概にこの高校卒業後

の町内に定着された方が少ないという判断基準にもなりませんが、やはり理想はあくま

で先ほど申し上げましたが、この町で育った子どもが未来ともこの町を担っていってく

れる、このことが一番理想なことではなかろうかというふうに思います。そこで、えぇ、

卒業後あくまで子どもがそう思っても、やっぱり魅力のある町でないとなかなか残って

くれないと思います。そういう点で子どもの引きとめ策言いますか、この地に残って頑

張ってやろうという子どものために、何、どういう策をすればいいのか、この点につい

て少しお聞きしたいと思います。 
○三上定住促進課長（三上直樹） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 三上定住促進課長。 

○三上定住促進課長（三上直樹） 卒業後の地元離れ、まぁ、食い止め策はということ、ご

質問だというふうに思います。ええと、まぁ、総合戦略におきましては、大学等高等教

育機関の無い本町ですので、一度は地元を離れることについてやむを得ないこととまぁ、

想定をしております。まぁ、その上で、ふるさとに再び戻り住み続けられるよう定住施

策、しごとづくり、また地域づくりなどの施策を進めるという計画で、まぁ、進めてい

るわけでございます。町から出ていくことを直接防ぐ、直接的な施策はございませんけ
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れども、中期的に見れば地元離れを食い止める策として、まぁ、定住施策全般の対応を

しているということでございます。で、あのぅ、まぁ、ご質問の矢上高校を卒業して、

あぁ、る、人たちに、まぁ、どのような施策を成しているのかという部分でございます

けれども、あのぅ、毎年邑南町進出企業会の協力をいただいて、実施しております事

業に企業見学ツアーがあります。例年実施している二年生については、今年から就

職希望者だけでなく進学希望者も含む全員を対象に実施をしております。また新た

に、３年生の就職希望者を対象としたツアーも加えるなど取り組みを強化をしてい

るところでございます。他にも、地元企業担当者を高校に招いて話を聞く機会や、

企業へのインターンシップを実施するなど、高校生が地元の企業の良さについて知

る機会を積極的に設けて、まぁ、少しでも多くの高校生が、一端都会に出た後でも

就職先として地元企業を選択をしていただき、えぇ、将来の生活基盤を邑南町にお

いて、邑南町に置いていただけるよう取り組みをしているところでございます。様々

な形で町の魅力を発信していくことが肝要というふうに考えております。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） えぇ、ありがとうございました。まぁ、私は先ほど来、矢上高校、

矢上高校と言っておりますが、なにも矢上高校に限ったことではありません。えぇ、こ

の町の子どもがどこの学校を出ようと、進学されようとこの町に残って、えぇ、担い手

となってもらういうことが理想であります。それと矢上高校ばっかりでなしに、中山間

地の高校全体がですね、えぇ、この島根県を盛り上げていく核になるということが非常

に大切なわけで、矢上高校オンリーで発言しているで、ということがないことを申し添

えておきたいと思います。えぇ、それと次の質問ですが、慶應義塾大学の湘南藤沢キャ

ンパス、えぇ、通称ＳＦＣの研究所と申しますが、まず、次の質問に移るまでに、えぇ、

この研究所は何をしとるんか、どういういきさつで協力、いや、締結に至ったのか、そ

して、締結した主な狙いはなにか、あぁ、まぁ、テレビの、ご覧の方もありますので、

よく分かるように説明をしていただきたいと思います。 
○三上定住促進課長（三上直樹） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 三上定住促進課長。 

○三上定住促進課長（三上直樹） 慶應大学ＳＦＣ研究所についてのご質問でございま

す。慶應大学ＳＦＣ研究所とは、慶應義塾大学と慶應義塾大学の大学院が、湘南藤

沢キャンパス、頭文字を取ってＳＦＣというふうに呼んでおりますけれども、こち

らに置く付属の研究所でございます。現在、同大学院には自治体職員を含む多くの

社会人が地域おこし研究員として入学し、修士論文を仕上げる課程で、地域課題を

解決する新たなシステムの開発に取り組まれています。あのぅ、地域課題を解決す

るためには、現場でＰＤＣＡサイクルを回すのが一番です。ＳＦＣからの遠隔によ

る研究指導、支援がいただける地域おこし研究員に取り組む人材を、あのぅ、本町

から輩出するために邑南町地域おこし研究所の設置を目指し、連携事業の具体化を

図っていこうとしております。本町では多くの課題に対応しておりますが、財政支

援に限界があることから、個々の施策に対しては、経済価値を自らつくりつつ課題
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も解決するという、あのぅ、二つのことが求められております。関わる職員や地域

には、事業センスを高めること、財政的に持続可能なシステムを創ることが、など

がまぁ、求められております。ええ、同大学院には既に多くの実践例が集積してお

りますので、連携によって先進事例の応用が可能になるというふうに考えておりま

す。これによりシステム開発が加速することと、実践者を相手に主体的に取り組む

事で、課題解決能力等のノウハウが本町に蓄積されること、このようなことに期待

を寄せております。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） まぁ、当研究所は引き出しも多く、多様な対応ができる社会イノ

ベーションラボと言いますが、いわゆる新しい切り口、新しいものの考え方、そして新

しい改革、見方を変えて今やってることをさらに成長さしていく、このようなことも研

究されているようです。えぇ、この締結を結ばれているのは１１カ所、全国１１カ所だ

と思います。只今準備中を含めて、えぇ、１１カ所だと思います。えぇ、鳥取の大山町、

そして広島の神石高原町、神石高原町は高校の魅力化ということで取り組んでおられる

と思います。まぁ、非常にグレードの高い研究される方が当町に来て新しい風を吹き込

んでいただくということは非常に大事なことかと思います。そこで次の質問に移ります。

このＳＦＣの研究所が当町で何をするかということですが、えぇ、先般の町長の中間行

政報告にもありました。えぇ、おそらく矢上高校ばっかりを視野に入れたことではない

と思いますが、えぇ、高校の魅力化をさらに磨きをかけるというような報告もありまし

た。そこで、この研究所と連絡し、ううん、連携して、高校の魅力化に取り組まれるの

か、取り組まれるとしたら、えぇ、どういう高校の魅力化を目指していくのか、この点

についてお聞かせください。 
○三上定住促進課長（三上直樹） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 三上定住促進課長。 

○三上定住促進課長（三上直樹） ＳＦＣ研究所との連携により、矢上高校の目指す魅力

化を、まぁ、どのようにすすめるかということですけれども、本年度は、ＳＦＣ研

究所から評価をいただいております食と農に関する取り組みを基軸に、えぇ、具体

的な連携内容を確認する年だというふうに考えております。ただ、定住促進課とし

ましては、矢上高校魅力化、これはまぁ、主に産業技術科をどうしていくかという

ところで、あのぅ、取り組んでおるんですけれども、を幅広い視野から検討してい

ただくために、農林振興課、商工観光課、学校教育課、生涯学習課に呼びかけて、

魅力化プロジェクトチームを発足させていただいております。このプロジェクトの

進め方について協議する中で、ＳＦＣ研究所との連携が浮上してまいりました。あ

のぅ、進めようとしております高校魅力化や応援団の取り組みが、持続可能性の高

いものとなるようＳＦＣの支援に、まぁ、期待をしているところでございます。準

備を進めているプロジェクトチーム内の議論では、課題解決とＡＯ入試を連結させ

る大学進学プログラムや、事業イメージの具体化を支援し将来の起業を支援する、

あぁ、起業を目指すプログラム等、高校３年間に留まらない、人生の将来ビジョン
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が描ける高校を目指すなどのアイデアも出されているところであります。ＳＦＣか

らの支援を得て、アイデアが具体化される事に期待をしているところございでます。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） まぁ、この連携によりですね、あのぅ、今まで食と農、本町が目

指しております食と農を基軸に矢上高校の魅力化ということもつなげていく必要はある

し、可能なことだろうと思います。まぁ、いろいろな視点から、まぁ、矢上高校の魅力

化についてもぜひとも研究所のお力添えをいただきたいと、このように思います。それ

で、次にいよいよ私の今日のテーマに入りますが、先ほども申し上げましたように文科

省のこの高校を核にした地方創生、高校発地方創生とでも申しましょうか、この点です

ね、まだ今の時点では非常に概算要求もされたようですが、なかなか実現するかどうか

はクエスチョンですが、公募がかかってからでは遅いと思います。従いまして今からこ

の文科省がモデル事業を行いますが、これは何なのかよく研究、検討されて、是非とも

矢上高校と連携してこの町にプラスになる、そして人材育成にも非常に大切なことを盛

りこんでおられるということになりますと、是非とも本町でも手を挙げていただいて実

施していただければと思います。まぁ、この中身は地域の魅力化型とかプロフェッショ

ナル型とかグローカル型とかいろいろございます。えぇ、まぁ、これも新聞を見たわけ

ですが、だいたい全国で５０校ぐらいを予定されておるようです。是非とも先駆けて本

町も矢上高校とよく連携を取りながら、できるもんならこういう制度を導入して、しっ

かりとした地域づくり、そして人材育成に向かって歩んでいってもらえばと思うわけで

すが、えぇ、今の時点でどのようにお考えなのか、お聞かせいただければありがたいと

思います。 
○三上定住促進課長（三上直樹） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 三上定住促進課長。 

○三上定住促進課長（三上直樹） 議員ご指摘いただきましたモデル事業は、文部科学省

が来年度概算要求に盛り込まれた、地域との協働による高等学校教育改革推進事業

だというふうに思っております。この事業は、高等学校が自治体等と協働して、地

域振興の核としての機能強化を図るというものです。あのぅ、具体的には、自治体

や企業、大学などの協力を得ながら、高校生が地域課題を取り上げ、自ら考え行動

し解決する力を養成する取り組みを展開するものです。全国で、先ほども申されま

したように、プロフェッショナル型、これは専門学科中心に１０校程度を想定され

ております。それから地域魅力化型、これは普通科中心に２０校程度。それからグ

ローカル型、これは双方共通で２０校程度、合せて５０校の高校が指定を受け、地

域に求められる人材の育成を目指す事業というふうに掲載されております。矢上高

校では地域課題解決型学習として平成２６年度より、矢上高校生が語る未来フォー

ラムを実施し、実際に高校生が地域課題解決について取り組むなどの実績もありま

す。町長からも情報収集に努めるよう指示をいただいておりますので、引き続き情

報収集に努めると共に、島根県や矢上高校にも相談させていただいて、事業にエン

トリーできるよう努めていきたいというふうに考えております。 
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●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） えぇ、安心しました。前向きに検討してみるというふうに受け止

めました。えぇ、高校の３年間は地元で勉強をする大事な３年間であります。この３年

間の学びしだいによって、えぇ、この地の、この町の担い手として、人材として育って

くれるかどうかいうのは、この３年間は大きな意味があると思います。そういう中にあ

って、地域を知るそして地域の担い手としての自覚を持ってもらうということは、地方

創生にとってもこの人口減に悩む本町においても、非常に大切なことだというふうに思

いますので、ぜひともよろしくお願いいたします。えぇ、最後の質問ですが、まぁ、こ

れは町長の所見を総合的に伺いたいわけですが、えぇ、いくら高校生がその気になって

くれても、やはり魅力ある町でなければなりません。産官学が協力して子ども達が、と

ってこの町に住んでもよいというような印象を与えるまちづくりが必要かと思います。

その意味からして先ほど来申し上げますように、教育環境をしっかりと整えて未来の、

未来を担う子ども達を育てていく、このことは非常に大切と思いますが、町長のこの質

問の締めくくりとして、町長の所見を伺えたらありがたいと思います。よろしくお願い

します。 
○石橋町長（石橋良治） はい、議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 石橋町長。 

○石橋町長（石橋良治） えぇ、未来の担い手が魅力を感じるまちづくりということを、私

なりに一言で言うたら、やはり子ども達の夢が叶えられる町ということになろうかと私

はまぁ、思ってます。夢いうのはいろんな夢があるですが、子ども達千差万別。だけど、

それを一人ひとり丁寧に対応することによって、やっぱりその夢が実現に向かって行く。

そういう環境づくりがある町、というふうに私が、それが魅力のある町と、まぁ、いう

ふうに、まぁ、思っております。この慶應大学のＳＦＣ研究所っていう、まぁ、連携で

ありますが、えぇ、まぁ、これから邑南町を背負っていく人材を育てるにはやはり高度

な知識はもちろんですけども、高度な企画力というものが必要。正に今ある意味では日

本は国難に入ってますから、それをどう切り開いていくかという、ここを育てるのが大

事なんですけども、これは一重に町の人材育成ではなかなかこれはまぁ、限界がある。

そういう意味で、やはり様々な知見とかノウハウ、連携をやってる慶應大学と連携する

ことによって、えぇ、矢上高校はもちろんでありますけども、まちづくりのそういった

高度な人材を養成していくっていうことを、があるわけです。えぇ、まぁ、ちょっと大

げさに言えば、あぁ、今ちょうど明治維新１５０年迎えて、正に黒船が来てるわけです

けど、えぇ、非常にまぁ、日本は難儀をしてると、実際に思います。えぇ、その当時松

下村塾というのがあって、一人の若者だけではなくて、松下村塾に学ぶ十数人の若者が

明治維新というものを成し遂げて、えぇ、切り開いていったという歴史がある。そうい

うことから考えても、邑南町は率先して、そうした人づくりをやっていく必要があるん

ではないかと、まぁ、思うんです。えぇ、従って、まぁ、具体的には慶應大学との関係

で言えば、町の職員に、研究所に派遣をする、あるいは向こうから慶應大学の生徒がこ

ちらへ来て、えぇ、課題解決に図っていく、まぁ、こういうことをやっていきたいなあ
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と思ってます。で、そこにやはり矢上高校にぜひかかわってもらいたいというふうに、

まぁ、思ってるわけですが、これから考えて行くと、矢上高校の生徒が、えぇ、卒業し

てどう自分の道を、夢を開いていくかということになりますと、単に公務員であるとか、

単に町内の企業であるとか、そこだけではないと思うんです。えぇ、やはり自分の力を

身に着けて業を起こしていく。こういうことをやらないとやはり邑南町のみならず、日

本は非常に厳しい状況になってくると。で、今、矢上高校の魅力化の中に、スター、ア

ントレプレナーシップというのがある。ご存じかどうか知らないけど。これがやはりあ

るんだけども、じゃあどこまで機能してるだろうか。えぇ、先日、ある年で卒業式に、

邑南町には仕事がなかなか限定された仕事しかないんだって、自ら気概をもって起業し

てほしいということを言った。その時にある生徒がそれをずっと頭に残しておいて、大

学を卒業したら必ずそういったことをやりますよっていうことを、まぁ、言ってくれて

るわけですけども、えぇ、やっぱりそういうことをいかに言い続け、えぇ、スタートア

ップ事業をしっかり身に着けたものにするかと、それはやはり慶應の一つノウハウもぜ

ひ活用したいなあとまぁ、思います。まぁ、そういうことをやはり他の自治体に率先し

てやらないと、矢上高校のおっしゃるような魅力化っていうのはとてもじゃあない、で

きない。横並びじゃあ駄目なんですから。そういう意味で、えぇ、学、産官学というこ

とをよく言いますけど、えぇ、そういった慶應の話にまぁ、なっていくんだろうと、ま

ぁ、いうふうに思います。えぇ、いずれにしてもあのぅ、子ども達は様々なやっぱり思

いというのがあるんで、えぇ、高校を卒業してすぐ邑南町におってくれちゅうのは、な

かなかむずかしいわけですし、もちろんそれもありですけども、やっぱり次の高等教育

機関に行って、いずれは帰ってくると、こういうような、やっぱりそれをしっかり邑南

町はそういう受け入れる環境にあるんだという町、これをやっぱりつくっていく。その

ためのまぁ、慶應大学っていうのはワンステップではないかなあと、まぁ、こういうふ

うに思いますので、えぇ、ぜひご理解いただきたいなあと思いますし、まぁ、漆谷議員

さんの逆にこういうことが魅力なんだっていうことをおっしゃればぜひお聞きしたいな

あと、まぁ、こう思う次第であります。 
●漆谷議員（漆谷光夫） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） まぁ、こういうことが魅力、いうことがすぐ見つかれば私もなか

なか苦労せんわけですが、そこをみんなで考えて行こうというのは、今日の質問の主旨

であります。えぇ、また町長が今言われましたように子ども達には個性がありますので、

それぞれの子ども達が夢を追いかけていく、そして実現する。これを支援するというの

が一番行政としての大きな役割ではなかろうかというふうに思いますので、今後とも一

つよろしくお願いいたします。えぇ、それでは次に２点目のしごとづくりセンターの評

価について質問をさしていただきます。しごとづくりセンターは昨年の１２月１８日、

田所公民館内に設置されました。えぇ、昨年度言いますか、１２月１８日から３月３１

日のまでの間で、えぇ、相談数が１６５件、そして起業化された方が１名、それから今

年度に入って、えぇ、４月から８月３１日までが、相談された方が１５５人、そして起

業された方が４人というふうに報告をいただいております。まぁ、その数の上では私も
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分かるわけですが、やはり何かにつけて、このしごとづくりセンターというのは町民の

関心も非常に高いところでございます。従いまして、えぇ、いつかの時点で基準を設け

て、しっかりと評価して成果を見るということは非常に大切なことだと思います。まず、

１点目として、トータルしますと９カ月足らずで、えぇ、３２０件の相談と５件の起業

者数があったというふうに、単純計算できると思いますが、今の時点でどのように評価

されておるのか、この点についてお聞きします。 
○日高商工観光課長（日高始） 議長、番外、 

●山中議長（山中康樹） 日高商工観光課長。 

○日高商工観光課長（日高始） えぇ、しごとづくりセンターの現時点での評価ということ

でございますが、えぇ、数字につきましては先ほど、漆谷議員さんのほうからおっしゃ

っていただきました。これはまぁ、目標数値で、目標の数値で言いますと、２９年度は、

相談件数８０件、起業数１件ということになっておりますが、先ほどおっしゃって

いただいたように、その数値は達成をしております。それから３０年度に入りまし

て、１年間の目標値というの、相談件数が３００件、それから起業数、業を起こす

起業という意味でございますが、それは５件でございます。おっしゃっていただき

ましたように、現在のところ５カ月で１５５件の相談、それから起業数は５件に対

して４件すでに起業があるということで、目標に対して順調に推移しているという

ふうに評価をいたしております。まぁ、具体的に、あのぅ、いくつか事例と申し上

げたいと思いますが、えぇ、具体的な事例としましては、例えば、食品製造業者、

これがまぁ、個人客ではなくて、大口の取引先に販売することを目指して、まぁ、

相談をしたところ、センター長からのアドバイスで自社のホームページで告知する

というようなことから、新しい取引や売り上げ増につながったというようなこと。

あるいは来店者の減少に歯止めがかからないというような状況について相談をした

ところ、定期的なイベントの開催であるとかチラシの効果的な作り方などについて

アドバイスをしたところ、あらたな顧客の獲得につながったというようなこと。ま

た、これは建設事業者からでございますが、自社のイメージアップや人材確保につ

いての相談に対しては、仕事の体験会であるとか、ホームページ上での従業員の紹

介などの情報発信を行い、まぁ、こういったことがマスコミにも取り上げられたと

いうようなことなどから、雇用などにつなげることができたというような事例もあ

りまして、しごとづくりセンターがかかわって、着実に成果が出ているということ

で理解をしております。また、７月からは、役場本庁を会場としまして、出張相談

というのを毎月１回開催をしております。これは、石見地域から瑞穂地域にありま

すしごとづくりセンターまで少し遠いというような声もいただきましたので、毎月

１回開設をしていく予定にしているものでございまして、複数の相談をいただいて

おります。また、あのぅ、三浦センター長はこのほど、日本政策金融公庫の認定す

る農業経営アドバイザーの試験に挑戦をしまして、合格し、その資格を取得してお

ります。これによりまして、農業に関する相談についてもアドバイスできるという

ふうに考えておりますので、今までは少なかった農業関係の相談件数の伸びも期待

をしております。まぁ、いずれにしましても、あのぅ、多くの方に気軽に相談にき
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ていただくということが重要だというふうに考えておりますので、現在も町の広報

やケーブルテレビなどを通じてしごとづくりセンターのＰＲに努めてはおりますが、

さらに情報発信を続けていきたいというふうに考えております。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） まぁ、今時点での課長から評価言いますか、いろんな感想を含め

て述べられました。このような点をですね、いつどの時点で、町民方に理解いただくよ

うに示していくのか、それと相談者数、今数で非常に、数は分かるんですが、このぅ、

もう、相談者のいわゆる一人が何件も相談に来られたとかいう点もあろうかと思います。

それをどのように私どもは理解していいのか、えぇ、延べ人数で来られたから３００何

件になったのが、ということでいいのか、それとも実際は一人ひとりに相談、２、３回

一人で来られた方もあるかと思います。その辺もしっかり評価の点に入れていくべきで

はなかろうかと思います。それとよろしかったら企業を起こされた方が、どういう業種

に今度されるのか、この点について３点お聞かせください。 
○日高商工観光課長（日高始） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 日高商工観光課長。 

○日高商工観光課長（日高始） えぇ、まず最初に質問いただいた、えぇ、いつどのように

検証して評価をするのかという時期のことでございますが、えぇ、まぁ、あのぅ、３０

年度における目標数値つきましては、先ほど申し上げたとおりでございます。３０

年度ということで言いますと、まぁ、来年の３月がキリということになりますので、

まぁ、その時点での目標数値の達成具合というのが大きな目安にはなると思います。

まぁ、この目標数値の達成だけではなくて、それ以外には、いわゆるしごとづくり

センター、ｆ－Ｂｉｚモデルとして設立をしておりますので、当然このｆ－Ｂｉｚ

の関係者の評価もいただく必要があると思います。えぇ、まぁ、そういったことな

どを客観的に、まぁ、総合的に判断をして、当然三浦センター長と協議をしていく

ことと、それからまぁ、時期としましては１２月に開設をしておりますので、まぁ、

今年の１２月で１年を経過いたします。今年の１２月、まぁ、若しくは来年の１月、

そのあたりを目途に町長、副町長を含めて内部協議を行って、評価をすることにな

るというふうに考えております。えぇ、それから２点目の相談件数とまぁ、相談者

の関係のことでございますが、えぇ、確かに、あのぅ、おっしゃいますように、一

人の方が２回、３回と相談に来られているという例はございます。まぁ、しかしな

がら、あのぅ、２回目と３回目の内容、相談内容がまぁ、あのぅ、違う場合もあり

ますので、それは１回というよりは２回、３回違う内容で相談に来られているとい

うことも考えられます。えぇ、逆に言いますと、２回目も３回目も同じ内容でリピ

ート的に相談をされとるという例もあります。従ってまぁ、あのぅ、数字だけが確

かにあのぅ、すべてがという人数とは言えない部分もあります。まぁ、そういう意

味で言いますと、２９年度の１６５件というのは実際に相談された方の会社と言い

ますか、まぁ、組織と言いますか、それで言いますと、８９社になります。それか

ら現在のところ１５５件相談をいただいておりますが、実際には６１社ということ



25 
 

でございます。まぁ、これは先ほども申し上げましたように、相談の内容が違うと

いうこともありますので、えぇ、会社の数イコール相談件数ということではまた違

うということもご理解いただければというふうに思います。えぇ、それから起業に

関することなんですが、えぇ、現在まで５件の起業が２９年度、３０年度でありま

す。えぇ、業種としましては、えぇ、１件はトリマーと言いまして、これはあのぅ、

ペットの手入れと言いますか、そういったペット関連の業種になります。それから

飲食業が３件、小売業が１件、以上の５件が起業された業種ということになる、な

ります。以上でございます。えぇ、町民の皆さまに向けてのＰＲということがちょ

っと抜けておりました。あのぅ、先ほども少し申し上げましたが、えぇ、やはり町

の広報には毎月センター長のコメントを載せて、センターの紹介をさしていただい

たりしております。あるいは、まぁ、ケーブルテレビでも取り上げていただいては

おります。それから、ええと、まぁ、現在町政座談会等で地元のほうにも行ってお

りますが、そういったところでのＰＲをしたりということで、えぇ、皆さんにはＰ

Ｒを続けていっておるところでございます。 

○石橋町長（石橋良治） はい、議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 石橋町長。 

○石橋町長（石橋良治） えぇ、若干補足さしてもらいますけど、誤解があったら困るんで。

やはりあのぅ、私は、このしごとづくりセンターの成果を問う場合、いくらその事業者

の売り上げが上がったのか、まぁ、それが究極の目標になろうかというふうに思います。

えぇ、そういう意味では相談者が何人いたかというよりも、相談件数が何人あっ、何件

あったのか、つまり一人のＡ事業者でも、えぇ、効果を出すまでに何回も、何回も当然

通われるわけです。それ当然累計されるわけです。そしてその後に効果がでるとすれば、

何なのかというところでありますので、あくまでもそういう成果を求めてますから、相

談件数累積だというふうに思ってまして、えぇ、まぁ、３０年度も一応年間３００件の

相談件数でありますが、この３カ月で既にもう９５件の相談件数があるということを申

し上げておきたいと思います。 
●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） まぁ、あくまで、えぇ、成果いうことと、累積が大事ないうこと

がよく分かりました。まぁ、こういうことをですね、えぇ、しっかりと私たち議員のみ

ならず町民の方が、えぇ、皆さんがご承知いただくことが一番大事な事だというふうに

思いますので、えぇ、しごとづくりセンターはですね、起業されてからの後のフォロー

も大事だと思います。そして、多面的にものを評価する、そして継続言いますか、なか

なか成果の表れないもんもあるかも分かりませんので、継続して長期的に見なければい

けない評価もあろうかと思います。そういう、含めてですね、非常にこの成果というこ

とについては、非常に難しい点もあろうかと思います。まぁ、私個人はセンター長非常

に頑張ってやっとられるというふうに理解しておりますが、まぁ、最初の質、あのぅ、

説明では、成果がなければセンター長の交代もあり得るというような、１年様子を見る

んだというようなこともありました。なかなか成果というのは今までも申し上げました
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ように難しいかも分かりませんが、１年が来たところで、やはり成果の表れたものは表

れたように、しっかりとまぁ、私どもを含めてですね、しっかり説明していただくこと

が私たちも町民の方から聞かれた時に、えぇ、説明責任を果たすことが大事だと思いま

すので、その点を含めて、えぇ、今後評価していくべきだと思いますが、この点いかが

お考えでしょうか。 
○日高商工観光課長（日高始） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 日高商工観光課長。残り時間が、えぇ、５分を切っておりますん

で。 

○日高商工観光課長（日高始） はい、えぇ、先ほどまぁ、１年たった時点ということで、

まぁ、昨年１２月からですので、１２月ということを申し上げましたが、えぇ、まぁ、

あのぅ、そういったことも含めて、えぇ、中間的なところでやはり評価を下していくこ

とが必要だと思います。まぁ、それにはあのぅ、相談件数、もちろんこれが目標数値で

ありますので、これが一番ではあります。まぁ、それにｆ－Ｂｉｚのほうの、まぁ、小

出さんのほうに、このセンター長、毎日報告をしております。まぁ、そういったところ

の指導であるとか助言であるとか、そういったこともそこに関係があろうと思います。

従いまして、まぁ、判断としましては、えぇ、中間的なところでの判断を含めて、状況

を把握しながら、えぇ、適宜判断するということになろうかと思います。 
●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、わかりました。是非とも誰でもわかるような評価基準を設

けてですね、しっかりと評価いただいて、えぇ、この事業はこの町にとって、いい事業

だったなあというふうなことで、この事業が成功すればというふうに思います。えぇ、

以上で私の質問は終わります。ありがとうございました。 
●山中議長（山中康樹） 以上で漆谷議員の一般質問は終了いたしました。ここで休憩に入

らせていただきます。再開は午後１時１５分とさせていただきます。 

―― 午前１１時３４分 休憩 ―― 

―― 午後 １時１５分 再開 ―― 

●山中議長（山中康樹） 再開をいたします。続きまして通告順位第３号、亀山議員登壇を

お願いします。 
●亀山議員（亀山和巳） 議長。 

●山中議長（山中康樹） １２番、亀山議員。 

●亀山議員（亀山和巳） はい、１２番亀山でございます。えぇ、今回は何故か７人の中で

３番目にという早い時期にこうした質問の場へ立たせてもらうことになりました。えぇ、

今年はいろいろ大変暑い日和、また災害の多い年でありましたが、まぁ、幸いにもあの

ぅ、このぅ、邑南町には大きな災害がなく、台風でも東に行きよったのが、西に行って

みたりとか、えぇ、いろいろなことがありましたが、あのぅ、穏便に済んでこれからの

あのぅ、秋晴れの日和を待ちたいと思います。特にあのぅ、農業をやっております者は

自然を相手のことですんで、気象の影響を受けやすいので、特にあのぅ、台風情報とか

には一喜一憂しながら、あのぅ、進めております。さて、そこで今日は、あのぅ、防災
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関連、防災行政無線も含めて、この二つに分けて質問してまいりたいと思います。ええ

と、まずはですね、ええと、防災、えぇ、いや、避難情報を発令する基準は何を根拠と

しているかということですが、これには確かな根拠があるとは思いますが、えぇ、これ

は先月あのぅ、発行された町広報ですが、この一枚めくりますと町が発令する避難情報

は４種類ですいうことが詳しく書いてあります。これには、ええと、避難予報に始まっ

て避難準備、高齢者等の避難開始。それと３番目には避難勧告。４番目にはいよいよ避

難指示、緊急というのがあるわけですが、これを町が発令する場合、発令する基準です

がね、それがこれに書いてあるわけですが、えぇ、土砂災害などにより人的被害の発生

する可能性が明らかに高まった場合ということと、江の川の水位が氾濫危険水位である

９ｍに達した場合、これ二通りが書いてあるんですが、１番目の場合はどっちかいうと、

ううん、感覚的な表現になって、２番目のほうは客観的に数値まで入っておりますが、

この邑南町、広い邑南町で江の川水系とは言いながら、直接江の川の本流でなしに支流

に影響される地域もこの邑南町にはかなりあるんです。ほいでこれを発令される時には、

そこそこの状況をあのぅ、加味しながら発令されると思いますが、えぇ、広報にこうい

った表現がしてあるので、そこの点を、まず改めてお伺いいたしたいと思います。 

○服部総務課長（服部導士） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 

○服部総務課長（服部導士） えぇ、本町における、あのぅ、避難判断基準はということで

すけれども、えぇ、基本の、基本文についてはですね、邑南町防災計画に記載してもご

ざいまして、またハザードマップの方へも、あのぅ、記載をしております。えぇ、

ただ、具体的な判断基準につきましては、あのぅ、災害体制マニュアルのほうにで

すね、えぇ、その中に避難呼びかけの判断基準として記載をしております。えぇ、

まぁ、その内容なんですけれども本町の、あのぅ、判断基準はマニュアルにすべて

チェック方式によって、えぇ、これ一度、あのぅ、ＮＨＫの番組にもお話をしてお

りますけれども、あのぅ、チェック方式により行うようにしております。えぇ、明

るいうちの避難を呼びかける町独自の避難予報は、これまでにつきましては、えぇ、

深夜、早朝に避難準備情報以上の発表が予想される場合、降雨を伴う台風が夜間か

ら明け方に接近、通過し、多量の降雨が予想される場合、これらにつきまして関係

課と協議を行いまして、そのチェック項目に今回の、ただ、あのぅ、それらを行う

ようにしますけれども、今回の西日本豪雨災害を受けまして、気象台が使用してお

ります土砂雨量指数の状況についても、今後追加したいなというふうには思ってお

りまして、現在それを検討しております。えぇ、その他の避難情報は、気象台が発

表します警報、特別警報等の気象情報や土砂災害警戒情報、記録的短時間大雨情報、

気象台と県が共同で発表する土砂災害危険度情報、現に災害の発生、河川の水位な

どの情報によりそれぞれ定めたチェックの数により即時判断、決定します。この方

法と、あのぅ、この内容と方法については、事前に浜田、あぁ、松江気象台、浜田

河川国道事務所、島根県の了解も得ております。具体的にはまぁ、どういうふうに

なって、これがまぁ、あのぅ、マニュアルなんですけれども、この中のですね、ま

ぁ、公表しておりませんのであれなんですけれども、えぇ、例えばあのぅ、一般的
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な避難勧告を行う場合は、どのようにしているかと言いますと、土砂災害の場合で

すね、えぇ、すべてで五つの項目、チェック項目を持っておりまして、えぇ、土砂

災害警戒情報の発表それと記録的短時間大雨情報の発表、えぇ、土砂災害危険度情

報がレベル２から３、それから土砂災害の発生が確認されている、土砂災害の前兆

現象が発見されたもの、いうことでこの五つのチェック項目の中で、えぇ、チェッ

クが二つ入った場合すぐにあのぅ、即時決定して、あのぅ、すぐに避難勧告を発表

するにしております。はい、以上でございます。 

●亀山議員（亀山和巳） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 亀山議員。 

●亀山議員（亀山和巳） はい、えぇ、今の答弁の、ありますと、えぇ、まぁ、気象庁から

いろいろ警報が出たりとか、勧告、あぁ、警報が出た場合を、それを参考にしていうこ

とですが、さっきも言いましたように邑南町、広いです。東から西までかなりの距離が

あります。特にあのぅ、広島県でありました線状降水帯の大雨いうのも、邑南町全域じ

ゃあなしにやっぱりかかるところが部分的じゃあないか思うんですよ。ええと、あれは

平成２５年でしたかね、日貫地区で大雨が降った時も羽須美地区のほうはそれほどのこ

とはなかったというようなことがありますんで、この警報を、避難情報を出すのは県で

もなしに気象庁でもなしに、町が出すんですよね。自治体が。そうした場合、他の自治

体とはちごうて邑南町大変に広いんでもうちょっと、あのぅ、場所を絞ったその情報が

出せんものでしょうか。町内にも雨量計とかもあっちこっち、あのぅ、設置してありま

しょうし、一斉にあのぅ、避難指示緊急が出ても雨は降っとらんのになしてやいうこと

になったりしますんで、今からいろいろ、まぁ、それには経費もかかるかもしれません

が、邑南町もうちょっと細かく分けたその避難情報いうのが出せることはできないかと

いうことをお伺いします。 

○服部総務課長（服部導士） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 

○服部総務課長（服部導士） えぇ、先ほど説明も十分でなかったかも知れませんけれども、

あのぅ、実際、あのぅ、避難勧告、避難指示緊急については、あのぅ、場所を絞ってで

すね、発令をするようにしております。えぇ、まぁ、あのぅ、全体の警報が出るとかで

すね、あのぅ、した場合、まぁ、すでに集まっておるんですけれども、その時に僕たち

は何をしとるかというとですね、あのぅ、今の土砂災害の関係でしたらば、あのぅ、気

象台の情報をですね、得ようとしております。それと、えぇ、県と、言いました県と気

象台で一斉に発表しておりますそういう情報などを得ようとします。えぇ、そうした場

合に、えぇ、特に役立っておるのが、あのぅ、気象台がですね、えぇ、まぁ、自治体担

当者専用のページがありまして、え、そこにはですね、特に土砂災害については危険度

を表す、もう、あのぅ、どういいますか、ブロック式ですね、この地点にこういう危険

があるよと、迫っておるよと、そういう事を一時間先まで見れるようなものがあってで

すね、そういうものを積み上げていって、それと県のほうで持っとります、あのぅ、全

体の雨量数を、えぇ、見ながらですね、全体の、あのぅ、危険度レベルを僕たちで判定

をしよります。ほいでそういう基準に至った場合には、すぐに地域を指定してもう発令
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をするようにしています。ただ、あのぅ、避難予報あるいは避難準備情報についてはで

すね、全域にかかるものですので、あのぅ、まぁ、いつどうなるかわからんという状況

ですので、これからそういうことがあるよという、あのぅ、情報でございますので、え

ぇ、これはあのぅ、地域を絞らずに全体にお流しをするようにしておりますけれども、

それ以降も、間もずっとそういう情報を集めながら今後の危険度の推移の仕方をですね、

あのぅ、把握をしながら、えぇ、そういう非難情報に使っておるという状況です。 
●亀山議員（亀山和巳） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 亀山議員。 

●亀山議員（亀山和巳） はい、えぇ、詳しい、あのぅ、ちさい区域を分けた情報は、あの

ぅ、本庁のほうでつかまえとるいうことなんでそれは安心しました。それとこの前の、

あのぅ、避難の情報の時も離れたところ、羽須美地区だけじゃあなしに上田所地区とい

うその情報の流し方もそういえばあったと思いますんで、そうしたやっぱりきめ細かい

情報をお願いしたい思います。それとえぇ、昨年あったんですが、まぁ、町からの指示

が出るまでに、地元、あのぅ、地域の自主防災組織でテレビの情報を観ながら、いろい

ろ観ながらあのぅ、自主的に避難所を開設したという例があります。そういったことの

ためにも情報を、分かる情報はできるだけあのぅ、各地区の方へ流していただいて判断

材料にできればと思います。そのことはもうちょっと後、もう少し付け加えて質問した

いんですが、その前にちょっとあれですが、ええと、避難指示が出た場合ですよね、こ

れは町内の町民に対して避難指示が出されるわけですが、要は夜なら家におるんでええ

んですが、日中に出された場合、勤めへ行かにやあいけませんわねえ。仕事へ行かにゃ

あいけん。ほいだが、避難指示が出ても職場のほうは仕事をしますでいうたときにゃあ、

無理をしてでも行かにゃあいけん。前の例を聞きますと、まぁ、職場へ電話をしてみた

らまぁ、気を付けてきんさいいう職場もあったそうですし、ほいから取りあえずは避難

所へ行きなさいと、避難所へ行って状況の安全が確認出来たら出勤しなさいいう事業所

もあったそうです。そいで町が今とらまえておられるところで、そういったあのぅ、避

難指示が出た場合、事業所としてはどういう対応をするかというところが、状況が分か

りましたら教えてください。 

○服部総務課長（服部導士） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 

○服部総務課長（服部導士） えぇ、これまでも町長に出演していただいて、防災啓発番

組などで、これケーブルテレビですけれども、番組で、その中で民間施設や事業所

などについては、避難指示、緊急などの避難情報が発令された場合、事業所として

どのような対応をするのか、事前に事業所ごとに対応を協議しておいていただきた

いというふうにお願いをしてきております。このような周知により、町内事業所の

中には、避難指示、緊急などが発令された場合は自宅待機とすると前もって決めて

いらっしゃって、実際に休業された事業所もございます。えぇ、事業所におきまし

ては、事業継続という観点と従業員の安全の確保、そうしたことを目的に事業者全

体、事業所全体で事前に対応方針を協議し従業員の皆さんに周知をしておいていた

だきたいと思っております。そのためにも町から周知を継続して行っていきたいと
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いうふうに思っております。また、えぇ、町内、あのぅ、福祉施設が多いですけれ

ども、えぇ、特に保育所での対応につきましては、あのぅ、町と福祉法人の関係者

で構成する邑南町保育施設特別警報等対策検討チームで現在検討をしていただいて

おります。 

●亀山議員（亀山和巳） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 亀山議員。 

●亀山議員（亀山和巳） はい、えぇ、町民の皆さんの勤務先であります事業所においても

そういった対応がされておるということを理解しました。そこでもういっぺん、あのぅ、

ええと、情報提供についてに返るわけですが、えぇ、普段あまり私もこりゃあえかった

でえいうていうことはないんですが、この度の大雨の時に両国橋の状況を夜ライトアッ

プをしてケーブルテレビで流されたと。これはまぁ、ケーブルテレビのほうでもいろい

ろ評価されとるんですが、町民の方からも、こりゃあ、この度は町も気の利いたことを

やりんさったいうて、大変好評だったんですよね。確かに無線で、音声で、声で何ミリ

といろいろな情報もですが、やはり目で見たその情報いうのは大きなインパクトがある

んじゃあないか思うんですよ。確かにこの度の、この両国橋の、あのぅ、そのぅ、ライ

ブ中継は皆さん方にその危機感を与えるのに、いやあ、絶好の、あのぅ、手段だった思

うんですよ。それから私も、あのぅ、定点カメラ、ケーブルテレビの定点カメラを観ま

したら、そういった時の状況がつかめる位置にあるカメラもあるし、そうでないとこも

あります。中には雨降りだったんで、前にクモの巣がかかったのが見えたりいうような

カメラもあります。ほういったことで、町民の方、例えばさっき言いましたいろいろ、

あのぅ、４段階の避難情報が出されます。しかし最終的にその避難するか、避難せんか

は本人さんが決定されることです。この避難指示の緊急が出ても、強制力はないと聞き

ました。ですから本人さんがいかにその状況がどう言った状況なんかが、つかみやすい

ような情報提供をしていただく必要があるんではないかと思います。ほいで、先に行い

ました、あのぅ、議会の、あのぅ、町内各公民館単位で回りました意見交換会の席にお

いても、そういった話も出ますし、ケーブルテレビをもっと利用してそういった情報を

流してほしいという希望もありました。今あのぅ、防災関連ということで、防災無線の、

あのぅ、更新が検討されとるわけですが、やはり防災を総合的に考えた場合、そういっ

たとこへの投資もやはり必要ではないかと思います。先ほどもありました県から示され

る、気象庁から示された気象データもケーブルテレビでどっかで流して観てもらう、雨

雲の情報も皆さん方、町民の方に観てもらう必要もあるんではないか、またライブカメ

ラをもっと増設して、その時の状況を的確に皆さん方へその危機感を感じてもらうとい

う必要があるんではないかと思いますが、まぁ、予算の関係もありましょうが、そうい

った目で情報を捉えるということも、今後考える必要があるんではないかと思いますが

いかがでしょうか。 

○服部総務課長（服部導士） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 

○服部総務課長（服部導士） えぇ、議員おっしゃったようにですね、あのぅ、今回の７月

の豪雨の時の、あのぅ、両国橋のあのぅ、画像はですね、大変、あのぅ、皆さま方にも
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たいへんなことになっとるなあいうことがご承知おきいただけるような画像になってい

てですね、大変あのぅ、担当者にもありがたく思っておるんですけれども、まぁ、あの

ぅ、それの、そのことも含めてお答えしますけれども、あのぅ、現在町から提供してい

ます情報につきましては、注意を促す気象情報と避難勧告などの避難情報。それと

通行止めなどの交通情報を行っております。えぇ、それでこれらの情報は防災行政

無線のほか、ケーブルテレビのテロップ、ホームページ、フェイスブック、エリア

メールでお知らせをしております。また、これはさっきの件で、ケーブルテレビの

そうした定点カメラによって、画像でも配信をまぁ、しております。住民の方がご

自分で避難の判断ができるような情報の提供をということですございますけれども、

例えばパソコンやスマートフォンのデータ画像をスクリーンショットでケーブルテ

レビの画像に貼り付ける方法など考えられますけれども、現在のシステムにはその

ような汎用性がないため対応はできておりませんし、人員上も難しいと思っており

ます。このような形での情報提供は、更新を計画しています新たな防災情報を提供

するシステムでその汎用性により対応できるようにしたいと思っております。ただ、

このような情報提供を行うことで人員と時間を要してですね、あのぅ、緊急時にお

ける危機管理上の重要な判断や決定、情報伝達に支障をきたすことのないように、

体制の構築と一緒に考えていく必要があると思っております。体制いうのは人員の

体制も含めてです。えぇ、またカメラの増設につきましては、あのぅ、前にもこれ

はお答えしとると思いますけれども一応検討はしておりますので、これはあのぅ、

あくまでも防災情報のためのものでございますので、ある程度更新を考えておりま

すし、また今現在は古い、あのぅ、カメラになっておりますので、画像もなかなか

分かりにくい面もありますので、もっとすっきりとした画像になるようにですね、

また更新も一緒にしていきたいなとは思っております。 

●亀山議員（亀山和巳） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 亀山議員。 

●亀山議員（亀山和巳） はい、えぇ、町民に対する情報提供については、まぁ、ケーブル

テレビ、特にケーブルテレビもいろいろ今後機器の更新とかする機会があろうかと思い

ますんで、そういったとこも防災面も含めて、あのぅ、検討していただきたい思います。

また、人的配置についてもまぁ、今はあのぅ、ケーブルテレビの運営を民間へ委託しと

るんですが、そういった中でもうちょっと予算を組んでもろうて、防災面のその情報も

積極的に流すことを考えていただきたい。例えばケーブルテレビの職員さんがＮＨＫと

か民放局のアナウンサーのように雨の降る中ヘルメットをかぶいて、どういった状況で

すいうとこまでは求めませんが、ここへつかめる情報はできるだけそのケーブルテレビ

のデータ放送なりの張替え等も含めて検討して、皆さんへ適確な情報を提供できるよう

にお願いしときたいと思います。そこでもう一つ、ええっと、話は変わりますが、緊急

避難場所の見直しについてですが、これはこの前のケーブルテレビでも、担当課の方が

この度、えぇ、戸河内上集落の集会所が土砂崩れで全壊したというとこも流されとる中

で、えぇ、緊急避難場所の点検、見直しをやはり早急にせにゃあいけんいうこともテレ

ビの中では申されておりました。そこで、地域防災計画の中で、町が指定しとる避難場
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所が８９箇所ではないかと思います。その中で、えぇ、がけ崩れ、土石流の危険があっ

て、基準には合わないとされとるのが３８箇所あるんじゃあないか思います。おおよそ

４２％ぐらいなその避難場所がそういった危険な状態にある。例えばこの前もそれは自

主避難所だったんだろう思うんですが、戸河内の上集会所も避難者がおられんかったけ

ええんですが、万が一、指定した避難場所に人が避難されとって、こういった災害があ

った場合、大きなことになる思います。この度の雨にしても北海道の地震にしても、ち

ょっと私らぁでは想像できんようなところから土砂崩れになっとったり、特に広島県の、

あのぅ、東広島周辺、河内のほうへ向いての山崩れ、雨の土砂崩れですが、それほど高

くない山が、ゾォーッとなごうに、あのぅ、土砂崩れで流れとるんですよ。それを見る

と私らぁんとこはどこもかしこもみな危険な状態だのう思うて感じたんですが、この緊

急避難場所の見直し、点検はこれは早急にすべきではないか思います。その対応もどこ

が、あのぅ、問題があるのかいうところをすぐにやるべきだと思いますが、その点につ

いてご回答をお願いします。 

○服部総務課長（服部導士） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 

○服部総務課長（服部導士） えぇ、地域緊急避難場所の関係でございますけれども、えぇ、

町内には８８箇所、はい、８８箇所ございまして、そのうちあのぅ、地震に不適合

なもんも含めまして、危険性のある施設は２７施設でございます。よろしいでしょ

うか。はい。えぇ、まぁ、これはすべて、あのぅ、ハザードマップにも掲載をして

おりますので、是非皆さま方もご覧いただきたいのですけれども、おっしゃるよう

に、あのぅ、確かに把握はしておりますけれども、あのぅ、今回の北海道の地震に

よる土砂崩れもそうですけれども、あのぅ、なかなかあのぅ、判断しづらい面もご

ざいますし、あのぅ、ハザードマップに書かれておるものは広島の今回の災害の方

を見ましても、間違いなくハザードマップのところが崩れていくよという意見も出

ておりますので、きちんとしたもう一度点検を行っていく必要があるとは思ってお

ります。まぁ、あのぅ、この指定緊急避難所につきましては、広い、この邑南町の

全域をカバーする為に町内各所にあります施設を避難所として指定をしてございま

す。現在は各集落、自治会において、歩いて短時間でいける、そうした民家や集会

所などで、一番安全な場所を第１次的な避難場所として地域緊急避難場所を、設定

をしていただいております。えぇ、全体のイメージといたしましては、第１次避難

所である地域緊急避難場所に対象となる隣近所の方々に声を掛け合って数分でです

ね、あのぅ、避難を完了していただく、そしてその後ですね、あのぅ、その時点に

おきまして、自主防災組織にご連絡していただいてですね、自主防災組織のほうで

は町にその安否の状況、避難の状況についてご連絡いただくというふうに考えてお

ります。また避難後ですね、雨がやんだり明るくなったりをしてですね、安全が確

認された時点でですね、あのぅ、指定された避難所のほうへ全員で移動していただ

く、これが現在考えております一番安全な避難の方法であろうと思っております。

ただ、言われましたように、あのぅ、今後はそういったですね、あのぅ、施設、危

ないいうか危険性を持った施設もございますので、えぇ、これにつきましては、あ
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のぅ、今一度点検をしてですね、安全な施設だけを、あのぅ、町が避難所として指

定していく、そういう方法が必要であるとも考えております。えぇ、またあのぅ、

地域、地区によってはですね、あのぅ、あまりにもその、例えば土砂災害の警戒区

域に覆われておるというところもあろうかと思います。そのほうにつきましては、

事前にですね、あのぅ、その集落や自治会の中で早くにここへ移動する、そういう

ですね、前もっての打ち合わせ、計画を持ってもらうことがですね、必要じゃあな

いだろうかと思っております。 

●亀山議員（亀山和巳） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 亀山議員。 

●亀山議員（亀山和巳） はい、ええと、今の答弁では、今の町が指定した避難所でもそう

いった危ないところがあると、それは避難所から外そうということは、危ないものは外

してしまえ、あとええものだけ残してやりゃあええいうように取れるんですが、やはり

それを外された時にはその地域の人は避難する場所がないんで、そいでさっき言われた

ような、あのぅ、民家であるとか、安全なところを探さにゃあ、新たに探さにゃあいけ

んいうことですよね。これは急いでやる必要があるんじゃあないか思うんですが、えぇ、

時期的にはどういう予定でいらっしゃいますか。 

○服部総務課長（服部導士） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 

○服部総務課長（服部導士） あのぅ、申し上げました、一時的に避難していただく地域緊

急避難場所、これは２５年の８．２４の豪雨災害のそういう反省を踏まえてですね、２

５年度にそれを、あのぅ、え、やりまして、２６年度から、あのぅ、各自治会、集落の

方へそれをお願いをしてですね、設定をしていただいて毎年あのぅ、６月に、までには

ですね、私どものほうへそれが届いて、どこが、どこを指定しているということをお知

らせをいただいて、すべて登録がしてあります。ほいで、今言われましたように、あの

ぅ、もう一度申し上げますけれども、言いましたように危険なところは指定から外そう

とは思っておりますけれども、言いましたように、あのぅ、一時的な避難場所にまずは

あのぅ、身の安全を確保していただいて、ほいで、安全を確認された後に、あのぅ、安

全な指定の避難所のほうへ移っていただくという方法のほうが一番安全なんだろうと私

は考えております。 
●亀山議員（亀山和巳） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 亀山議員。 

●亀山議員（亀山和巳） はい、えぇ、毎年その見直しなり報告なりが上がっとるいうこと

で分かりました。そしてそこでですね、避難場所、特に今の緊急避難場所については、

その地域で相談してどこが安全だろうかいうて、あのぅ、相談して決めてもらわにゃあ

いけません。それからさほどもあった、隣近所が声をかけあってとか、いろいろあるん

ですが、それは自主防災組織が町内のあっちこっちでできつつある、かなりなところへ

できとる状況ではそれに期待するところも大きいんだろうと思います。しかし、この前、

回りました意見交換会の中で、これは防災とはちょっとずれるかも知れんのですが、あ

のぅ、地域のコミュニティがだんだん弱体化しておると、自治会が活力がない、集落の
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戸数が減って役員のなり手がない、とかいう声があって、その中で町はそういった再編

に、町が取り組んでもらうことはできんかいうことがありました。確かに邑南町、今の

災害があって、いろんな対策が進められて自主防災組織があっちこっちで立ち上がっと

るんですが、その自主防災組織の活動いうのは日頃のそういった意識啓発、訓練、そう

いったことが日常生活の中でその災害の対応をしていかにゃあいけんのだ思います。そ

いでこれまで過去にあった地域のコミュニティ、集落なりというものは、お互いが助け

おうていかにゃいけん、例えば昔なら、田植えをするとき、稲刈りをするときは隣近所

へお願いせにゃあ仕事ができんかったんでさあな。ほいで今では機械化されて、そうい

った必要がない。極端に言うと親の面倒は介護保険でお願いできる時代です、今は。地

域のコミュニティがどっちかいうと日常のコミュニティが崩れとる中で、片方自主防災

組織を立ち上げて何とかせにゃあいけんいう事です。ですからこれから先は地域が助け

合ういうのはそういった防災面、災害をあのぅ、未然に防ぐ減災面でのコミュニティが

必要になってくるんではないかと思います。そういった点でこれまでは、地域の集落再

編とか自治会再編については、それは地域の事なんで行政とはかかわ、関係ないことで、

地域で自主的にやってくださいというのがこれまでのたてまえだった思うんですが、防

災面から考えるとそういった困ったところの集落なり地域についてはもっと積極的に町

が関わって、いろいろアドバイスするなりして、この災害面、災害を抑える防災面から

考えたコミュニティづくりを町は積極的に今後進めていくべきではないかと思うんです

が、それともう一つはあのぅ、先ほどの避難場所、特に緊急避難場所で、黒丸がついと

るのは、町が持っとる指定管理をしておる自治会館、これがかなり石見地域で、あのぅ、

災害の危険が土砂崩れ等危険個所があるように思うんですよ。で、こういったところ整

備も、あのぅ、もうちょっと日常の集落活動でなしに防災面を前に出して、その整備を

していくという考えを持っていただくことはできんでしょうか。防災面を前に出してい

くと、いろいろ補助金、補助で、国からの補助であるとか、起債であるとかも利用でき

るんではないかと思います。まず、地域のコミュニティの再生について防災面から町が

積極的にかかわるということについてはいかがでしょうか。 

○服部総務課長（服部導士） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 

○服部総務課長（服部導士） えぇ、お答えする前にちょっと少し間違えておりましたので、

あのぅ、８８箇所の内ですね、あのぅ、２７箇所は危険と申し上げましたが、今ちょっ

と調べましたら、５２箇所でしたので、たいへん申し訳ございません。はい、すいませ

ん、ちょっと言い間違えをしとりました。ええとコミュニティのですね、あのぅ、まぁ、

強化についてなんですけれども、あのぅ、僕も前もってですね、これまでもお話をした

ことがたぶんあろうかと思いますけれども、あのぅ、まぁ、地区であったりあるいは、

あのぅ、自治会、あるいは集落、そうしたコミュニティにつきましては、あのぅ、どう

してもあのぅ、このこう近年にいたってはですね、非常に地域力が低下をしておるとい

うふうに思っております。それは特に防犯面とかですね、協働共助のところ、のところ

もやはりそれは言えると思っております。えぇ、その時にそれでは地域力どういうふう

に、ほいじゃまた再生をしていくのか、強化をしていくのかという点ではやはり一番、
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あのぅ、影響力のある防災の面だと思っております。えぇ、やはりこれは直結、あのぅ、

皆さんの命にかかわる問題でもございますので、みんなで、それではあのぅ、地域力を

高めて、みんなであのぅ、助け合っていこうよという日頃からのそういう姿勢がですね、

すごく大事になってきておると思っております。えぇ、そのためにあのぅ、まぁ、防災

面だけの話でですね、あのぅ、進めておりますけれども、あのぅ、数年前からあのぅ、

担当のほうでですね、あのぅ、各自治会のほう回らしていただいたり、自主防災もそう

ですけれども、回らしていただいてですね、あのぅ、そうした地域への取り組みをです

ね、みんなで決めていきましょうというお手助けをですね、出前講座をしながら一緒に

取り組んできております。例えば今年の場合でしたら、前でしたら、石見の、あのぅ、

中野地区のあのぅ、四つの自治会においてそういうお話をさしていただきながら皆さん

と一緒にそういう計画作っていただいておるというのもありまして、その前は田所、あ

るいは布施のほうでもありましたし、まぁ、なるべくこの活動がですね、全域に広がっ

ていってですね、皆さんでそういう、あのぅ、地域力を少し上げていただいてですね、

自分たちの身を守っていこうと、日頃から仲良くしていこうよというところの取り組み

はやっぱりしていただく必要が、まぁ、あろうというふうに、僕は思っております。そ

れが議員のおっしゃった、あのぅ、防災を柱にですね、地域のコミュニティの力を上げ

ていこうというのは僕も同じ気持ちでございます。えぇ、そしてもう一つ、もう１点で

すね、あのぅ、自治会館をですね、まぁ、地域のコミュニティの中で、やはりあのぅ、

危険な箇所については、あのぅ、とくに自治会館については、あのぅ、建て替えをして

いったらどうだろうかということはたぶんおっしゃっていらっしゃるのだと思いますけ

れども、えぇ、まぁ、確かにあのぅ、特に石見地域の自治会館につきましては、特に、

えぇ、山を切り開いてですね、急傾斜の中のところへ建っておるのが、まぁ、ほとんで

ございまして、大変危ないとこにもあるんだろうなとは思っておりますけれども、えぇ、

まだそうした建て替えとかですね、移設のまぁ、計画は持っておりませんで、えぇ、な

かなか議員のおっしゃっておられるようなことを進めることは今できない状況にはなり

ますのでご了承いただきたいと思っております。 
●亀山議員（亀山和巳） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 亀山議員。 

●亀山議員（亀山和巳） はい、えぇ、自治会館の建て替えについては、なかなか難しいと

いうことでございましたが、ええと、あのぅ、防災行政無線事業をするときに使おうと

言われました緊急防災減災事業債、これについては防災無線のような通信施設だけじゃ

あなしに、他の防災面についていろいろあのぅ、メニューがありゃあせんか思うんです

よ。そいで、探しよりましたら、公民館、例えば学校施設、体育館を緊急でなおさにゃ

いけんいう場合もそれが適用になるんじゃあなかろうか。それで万が一災害におうた時

にはその管理者、町の建物でのうても、集落の建物であっても条件に応じては一般災害

としてひろうて、またそれで補助金なりが出せるようなことがあるんじゃあないか思い

ますんで、そういった町単独ででなしに他の国やらなんかから援助が得られる方法も研

究していただいて、まぁ、地域力を高めるための、あのぅ、足がかりとしていただくこ

とをお願いしときます。ほいで、確かにあのぅ、人災があってからではこれは遅いわけ
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です。例えばちょうど５０年前になるそうだったんですが、昭和４３年に瑞穂地域の市

木地区の猪子山で集中豪雨がありました。その時は幸いにも死者はなかったわけですが、

けが人３人。いうことで今年ちょうど５０年を迎えたいうことで、それから復旧しまし

た。これからもみんな頑張りましょういうことで、集落で安全祈願祭をされた、されま

した。はああれから５０年経ったかのう思うんですが、やはり当時の惨状を見ますとと

ても今のように復興できるとは想像できんかったわけですが、やはり人の力というもの

はすごいものでここまで復旧します。やはり人災がないように何とか早急な手立てを打

っていただくことをお願いして次の質問に移りたいと思います。ええと、次に挙げてお

りますのでは防災行政無線事業について、これは再々ここへ立って話すことで、はあし

つこいのういうて言われるかも知れませんが、それが今年の３月の定例会以降、状況が

変わったということが、あのぅ、総務教民常任委員会の資料で、あぁ、あのぅ、見せて

いただきました。今年プロポーザルをして、何とか事業を前に進めるということだった

らしいんですが、ええと、７月６日の総務教育、あぁ、総務教民常任委員会の資料にプ

ロポーザルの延期ということがあげられて、およそ半年から１年近く先へ延ばすいうこ

とだったんですが、その時のその理由としては、新しい補助事業があるんじゃあなかろ

うかということが記入され、書いてありますが、その補助事業について確かなものかど

うか、そのプロポーザルを延期された理由について改めてここで教えてください。 

○服部総務課長（服部導士） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 

○服部総務課長（服部導士） えぇ、まぁ、あのぅ、延期した理由でございますけれども、

実は６月２０日なんですけれども、あのぅ、総務省の中国総合通信局の陸上課から、

陸上課のほうから国の概算要求の段階で、同報系防災行政無線のデジタル化の推進

に関する補助事業を平成３１年度から複数年にわたり実施することを検討している

というような、あのぅ、ご連絡がございましたので、私どものほうとしましては、

まぁ、あのぅ、すぐ直近で指名審査会がございましたので、それで指名審査会、ま

ぁ、などで協議を行った結果ですね、あのぅ、概算要求の結果や、あるいは補助事

業の内容を、確認をした上で、あのぅ、やはり決定することが必要であろうという

ことで延期をさしていただいております。えぇ、今後考えられるスケジュールなん

ですけれども、国の概算要求の結果は１２月末までには、まぁ、示されると思って

おります。えぇ、その結果を見る必要がありますが、補助事業を使用できる場合は、

来年度、概ね５月から６月にかけてだとは思うんですけれども、えぇ、補助申請、

事業申請・補助申請がございますので、それを行い、認められた場合は、おおむね

ですけれども７月頃ぐらいには、あのぅ、交付決定があるんじゃあないだろうかと

いうふうには思っておりますので、それを受けた後に、プロポーザルにかかる必要

がございます。えぇ、そうしますと事業着手は９月以降になろうかというふうに思

いますので完了は年度末、あるいは次の年度にかかる、そういうことも考えられる

と思っております。ただ、この事業採択が３２年度以降となることも考えられます

ので、そのことも踏まえております。えぇ、一方、あのぅ、補助事業を使用できな

い場合ですね、内容そのものが概算要求が分かった段階で、内容が分かった段階で、
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補助事業これは使用できんであろうという場合につきましては、今年度、来年の１

月か２月にプロポーザルを行いますので、事業着手は来年初めになる、来年度の初

めぐらいになると思っております。えぇ、このような状況ですので、あらかじめ概

算要求の内容を把握するようにはしますけれども、早い時期でそのはや、なるべく

早く、あのぅ、そのぅ、概算要求の、でのですね、事業設計の内訳をあのぅ、把握

できましたら、なるべく早い時期にそういう判断をしたいと思っております。 

●亀山議員（亀山和巳） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 亀山議員。 

●亀山議員（亀山和巳） はい、えぇ、その役所、中国、どがあいいよったかいの、お、総

合通信局からその知らせがあったという、その新しい事業についての説明をもうちょっ

と詳しく聞きたいんですが、防災行政無線をデジタル化することについてのその補助事

業ですか。今邑南町の方針としては、どういう方法をとるかはいろんな提案があるんで、

どの方法にするかわからんと、どの方法にするかわからんのにそれだけ国も幅広い方式

について、補助対象として取り上げれると、取り上げる考えがあるということで、これ

は延期されたいうことですか。そうでないとデジタル防災無線に限定した補助金である

んなら、もう町の方針はその防災無線のアナログからデジタルに切り替えるだけの方針

に変わったと理解するんですが、この点についてどうでしょうか。 

○服部総務課長（服部導士） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 

○服部総務課長（服部導士） えぇ、今回のあのぅ、概算要求に出された内容はまだわか

っておりませんで、あのぅ、なぜあのぅ、ちょっと困っておるかと言いますと、え

ぇ、実際、あのぅ、さっき言われました、あのぅ、防災減災の事業債ですね、のほ

うにつきましても、あのぅ、まぁ、この前、いうか、あのぅ、プロポーザルの前に

ですね、あのぅ、まぁ、担当である県のほうにも確認をとりに行っております。そ

うした場合に、あのぅ、今回提案を受けておりますたくさんのものについては、あ

る程度、てきさい性があるというふうに確認をとっておりますので、そうしたてき

さい性があるということならばですね、ひょっとすると補助事業の該当にもなって

おるかもしれんというのが、一つのものだとしてもありますし、えぇ、もう一つは、

あのぅ、まだ、あのぅ、決してあのぅ、これをえん、デジタル化に限定されておる

補助事業であるならば、あのぅ、じゃあ、町のほうは、あのぅ、デジタル化のほう

にもう統一し、あのぅ、絞ってしまったのかっというご意見だったんですけれども、

決してそうではありませんで、今プロポーザルそのものを行おうとしとるのはいろ

んな方式がありますので、どういうふうな、あのぅ、能力があって、どういうふう

な内容のシステムであって、ほいで、あのぅ、コスト的にはどうなるか、これも、

それも、あのぅ、イニシャルコストも、そして１０年先のですね、ランニングコス

トまでそこまでも踏まえてですね、どれだけの経費を必要とするものなのか、いわ

ゆる全体的なものをとらまえて、そして先ほどからあります、汎用性も含めてです

ね、どうしたものが僕たちが望んどるものなのかを判断をする必要があります。そ

れが、たまたま、あのぅ、それが例えば、例えばですね、あのぅ、今の補助事業そ
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のものが限定をされたものであったの、あるならば、それはある面、あのぅ、その

一つの、あのぅ、選択肢の一つの中にそういう事業もあるんだよということをふま

えながら、判断はまたできていくということで、あのぅ、決して、あのぅ、そうや

って絞った、あのぅ、意味ではなくてですね、あのぅ、そうした補助事業も踏まえ

て全体ではどうなんだというところも判断をしたいと思っております。ですから、

あくまでもこの補助事業の、あのぅ、制度の内容をまずは確認をしてですね、皆で

ちょっと検討してですね、どうするのか、まぁ、補助事業の、あのぅ、該当させて

いくのかどうかいうところやはり検討していく必要があろうと思っておりますし、

また、あのぅ、言いましたように、今後のスケジュールにつきましてはその判断を

早めに行ってですね、来年の１月、２月にはそのプロポーザルを実施していきたい

のですので、あのぅ、て、あのぅ、補助事業を使用しないならば、そういう考えで

おりますので、なるべく早くそういうところをですね、あのぅ、つかまえていきた

いなというように思っております。 

●亀山議員（亀山和巳） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 亀山議員。 

●亀山議員（亀山和巳） はい、えぇ、そうすると補助事業が、限定されたもんであるなら

また元へ戻って広くいろんな、あのぅ、方式をもういっぺんプロポーザルで、うん、か

けてみて、そん中から選択すると理解したんですが。ほいだが、この度延長になったけ

えですが、延長にならん場合はもう既にプロポーザルは計画、当初の計画でいやあ実施

されとるはずなんですよね。ほいで７月６日の委員会の資料の中で見ますと、要求水準

書いうことばが出てくるんですよね。プロポーザルにかける。これはまぁ、プロポーザ

ルにかける最低限言いますか、町はこう考えとるんですよと。まぁ、基本構想なり町の

考え方をこういう考え方でおるんで、あのぅ、プロポーザルでいろいろ提案してくださ

いいうことだろう思うんですが、こういう要求水準書がもうすでにできておるとするな

ら、町は広く、あのぅ、いろんな方式を業者の方に求めます、でなしにこれ、要求水準

書いうものはどういったものにまとめられとるんか、ただその手続き的なことだけなの

か、町はこういったシステムを望んでますということがその要求水準書に記載されてお

るのか、その点について内容、まぁ、プロポーザルは今から先にされることですから、

それを公表してええとこと、わりぃとことあるかも知れませんが、町の考え方いうもの

が何を求めておるかいうところがわからんと、例えば、あのぅ、町民も分かりませんし、

うん、それからそれにプロポーザル、提案しよう思うのも金額はなんぼでもええんかな

と、うん、いうことだろう思うて、全く皆目見当つかんのが状況じゃあないか思います

んで、この要求水準書についての内容がもう検討されておるんなら教えてください。 

○服部総務課長（服部導士） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 

○服部総務課長（服部導士） えぇ、要求水準書はですね、あのぅ、入札における仕様書

になります。よって、あのぅ、通知をするまでは公表することはできませんので、

ご容赦をいただきたいのですけれども、あのぅ、私どもが、あのぅ、この要求、ま

ぁ、仕様書をつくる段階でですね、まず思っておりますのは、言いましたように、
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これまでもお示しをしとりますけれども、あのぅ、たくさんの方式がございます。

いろんな方式がございまして、あのぅ、金額のほうも、例えば、高いものがあれば、

あのぅ、少ないものもあったりもします。えぇ、そうしたなかで、すべての方がで

すね、あのぅ、自分たちの、あのぅ、一応、あのぅ、提案ができるようにですね、

そのような仕様にしております。よって、これによって、あのぅ、今までいろいろ

お話を聞いているシステムについては、あのぅ、すべてが一応は入るようなものに

なっております。 

●亀山議員（亀山和巳） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 亀山議員。 

●亀山議員（亀山和巳） はい、それではやはり今の時点でも、延期はした状態ですが、あ

ぁ、町の方針いうのが、どういった方式に、方向が決まっとるいうことでなしに、まだ

わからんいうところが分かりました。そこでですね、えぇ、先ほどから再々言うんです

が、あのぅ、意見交換会、議会が出て、その意見交換会の中でも町民の皆さんから防災

無線の更新はどがあなったんやということもありますし、それと防災無線の内容とケー

ブルテレビをもうちょっと連動さすこたあできんのかとか、そいからもうちょっとケー

ブルテレビを活用すべきじゃあないかというような意見も町民の方からいただいており

ます。ですから、皆さん方にだんだんその防災無線の更新につい、対する関心もだんだ

んたこうなってきとる思いますんで、まぁ、少なくてもどういう方針で、そのプロポー

ザルへかけるんかいうのは早い時期、その発注する側の考えが決まらにゃあいけんのじ

ゃあないか思います。そいでいろいろ、他のところでいろいろプロポーザルをされた自

治体の例を引っぱり出して見ますと、まぁ、まず初めに金額は上限がここまで言うて決

まっとるとこがほとんどですし、それとあのぅ、頭の表題は、あのぅ、防災情報通信シ

ステムいうてかいたるんですが、内容を見てみると完全に防災無線のデジタル化のよう

なのもありますし、そいから邑南町の場合のように、広くいろんな方式を求める場合も

ありますが、その中でもやっぱりあるのは、町はこういう考えでおりますよということ

が、そんなかに入っとるですよね。ただ、一般の業者さんから提案されたもの、そん中

からいい物を選ぶ、それとこの前２９年度の決算審査の時に伺いました、あのぅ、町が、

あのぅ、採用しております相談役というんですか、この防災行政無線の更新について年

間１４万４千７２０円の委託料で３年間、まぁ、来年度も続けて継続するいうことなら

これまで２８，２９、今年度で３０年だろう思いますが、また今後続くんかも知れませ

んが、その方の意見を伺って、方式を決めるような内容で答弁いただいた思いますが、

どういう金額になるかわからん、大きなものになるというのに、町はもうちょっと主体

的にこういった考えでおりますいう、基本構想ぐらいは示すべきではないかと思うんで

すが。 

○服部総務課長（服部導士） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 

○服部総務課長（服部導士） えぇ、まぁ、あのぅ、仕様書の中身については少し、お問

い合わせのところは少しデリケートな部分に入っていきますので、少しまぁ、あの

ぅ、どうお答えしていいのかあれなんですけど、町の中、うちのほうで考えており
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ますものは、あのぅ、まぁ、基本的にはあのぅ、基本のシステムどうなるのかとい

うところをまず思っておりまして、ほいで、あのぅ、いつも申し上げております汎

用性の部分ですね、これ何を、あのぅ、求め、これ、あのぅ、基本の今の仕様の中

で求めておるのか、あのぅ、あのぅ、どういうんですか、後付けのことまで考えて

おるのは一つ置いといていただいて、あのぅ、僕の考えとりますのは、今、あのぅ、

こうして防災行政無線がありまして、えぇ、ケーブルテレビもございます。それに

言いましたように、えぇ、ホームページ、エリアメール、フェイスブック、まぁ、

今後まだあるかも知れませんけれども、そうしたあのぅ、緊急の時にその事務を行

うにはですね、いちいちまぁ、すべてをやら、ひとつひとつやっていかんとやれな

いいうことがありまして、非常に時間も要して、間違いも起こりやすいですので、

求めておるのは一つの書類ですべてに連動していく、その汎用性を僕は求めており

ます。えぇ、まぁ、あのぅ、これまでもお話をしとりますけれども、あのぅ、だい

たいのそういうシステムにおいてはその汎用性を持っておりまして、あのぅ、すべ

てにおいて連動ができていてですね、あのぅ、一つの作業ですべてに配信できると

いうようなものでございますので、よって防災行政無線のほうも、あのぅ、パソコ

ンで入力をして、あとは電子音声で、あのぅ、流していくというものになっていき

ますけれども、えぇ、そういうあのぅ、形態になっていきますので、そうした中で、

あのぅ、基本的なとこだけがカチッとはめて、あのぅ、きちんと、あのぅ、放送が

できる、皆さんに伝達ができるということが本来の姿勢ですので、えぇ、町、町の

中での、あのぅ、どういう、自分の席の中での、上でのですね、あのぅ、卓上での、

あのぅ、作業卓あるいはあのぅ、皆さんのところへお届けするための情報を必要な

配信設備等も含めての、あのぅ、話を、あのぅ、仕様書の中へ書いておりますので、

すべてのものがトータル的にはできるようにしております。えぇ、あのぅ、前にも

申し上げましたけど、けれども、あのぅ、僕としましてはですね、やはり、あのぅ、

こういうシステムの汎用性とかですね、システムの信頼性もありますし、またコス

トの面もあります。よってこれを、あのぅ、一つの、あのぅ、ものに絞るというこ

とはたいへんですね、あのぅ、危険性もあると僕は思っております。よって、あの

ぅ、やはりすべてのシステムをですね、あのぅ、一応提案を受けてですね、それで

評価をしていくというのが必要だと思っております。あのぅ、実際まだ詳しくは話

をしておりませんでしたけれども、このプロポーザルを行った際には、提案を受け

た後に点数制にしてまぁ、審議をするんですけれども、その審査員は総務だけじゃ

あないんですよね。当然、財政も入る、農林も入る、建設も入る、関係のところが

すべて入ってきて、その、あのぅ、単純なもう点数制で行っていきます。えぇ、そ

のためにあのぅ、幅広くその意見が、あのぅ、まぁ、入っていいってトータル的な

ところで、判断をされると思っております。えぇ、また、言われましたコンサルの

話につきましても、あのぅ、一応僕たちも専門家ではございませんので、やはり専

門的な知識をお持ちのコンサルの方にですね、あのぅ、ご助言か、この内容につい

てはこうなんですよとかですね、あのぅ、聞けない、聞けてない部分について質問

していただいたり、その業者にですね、提案の席で、あのぅ、僕たちが聞けない部
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分を聞いていただいたりして、あのぅ、ほんの真の、これがあのぅ、信頼できるも

んかをやっぱり判断をしていく必要がろうと思っておりますので、まぁ、ちょっと

申し上げなくて、細かい内容に入っていくと、あのぅ、入札行為のところに支障を

きたしますのでちょっと言えませんけれども、そのへんのところでご理解をいただ

きたいと思っております。 

●亀山議員（亀山和巳） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 亀山議員。残り時間が数分になっておりますので。 

●亀山議員（亀山和巳） はい、終わります。はい、えぇ、それでは幅広くいろんなシステ

ムを使えるように、そいから発信するほうも、あのぅ、一つの操作でできるように、便

利なようなものを考えとられるということ、だけしか分かりませんでしたが、まぁ、今

後、あぁ、時期的には今年の１２月以降すぐできるのか、来年度になるのか、それはえ

えと、国の方の状況次第だろう思うんですが、まぁ、確かにあのぅ、概算要求はしてあ

っても、大蔵省がそれを認めてくれるかどうかもありますし、ちょっとここが不透明な

んじゃあないか思うんですよ。それと緊急防災減債事業債が、まぁ、東北の災害の影響

で、あのぅ、３２年までは伸びておりますが。そこでそれを有利な起債もそこで切れる

いうことですんで、また再度延長いうことも考えられん思いますんで、どうか、あのぅ、

状況が分かり次第、早いこと、また町民が喜ぶ、皆が利用できる施設を期待してこの質

問を終わります。どうか、あのぅ、限られた財源の中で今から行財政改善を進めていか

にゃいけん中で、うん、皆がこれならええでという方式を選んでもらうことを期待して

おります。以上で終わります。 

●山中議長（山中康樹） 以上で亀山議員の一般質問は終了いたしました。ここで休憩に入

らせていただきます。再開は午後２時３０分とさせていただきます。 

―― 午後 ２時１４分 休憩 ―― 

―― 午後 ２時３０分 再開 ―― 

●山中議長（山中康樹） 再開をいたします。続きまして、通告順位第４号、大屋議員登壇

をお願いします。 
●大屋議員（大屋光宏） 議長。 

●山中議長（山中康樹） ７番、大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、えと、大屋光宏です。本日最後の一般質問で、今議会は７

名ですんで、ちょうど中間どころになります。よろしくお願いをいたします。えと、今

回の一般質問は、まぁ、ここ最近町行政を見てて、あのぅ、普通にまぁ、なぜっていう

疑問に持つものを３点通告をしております。えと、まず最初に矢上高校の生徒募集につ

いてです。えと、状況はという質問をしておりますが、基本的には何故今年はこれほど

関心が薄く、危機感がないんだろうかという思いからの質問です。えと、矢上高校の生

徒募集につきましては、厳しい状況っていうのは皆さんご存知のとおりだと思います。

町内の中学生の状況、進学実績、近隣の中学生の状況等みますと毎年厳しいものがあり

ます。で、特に５年前だったと思います。えと、学級減に繋がるほどの厳しい状況があ

った時代に、えと、関係するそれぞれの、えと、機関というか、組織の方々が、えと、

あのぅ、生徒募集は学校だけではなく、あのぅ、自分たちにもできることがあれば協力
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してやろう、自分たちには何ができるかっということで、いろいろなこと考えてやり始

めました。えと、卒業生会の方は、えと、今の中学３年生が進路し、あのぅ、進路を決

める最初の７月頃に手紙を書こう、まぁ、手紙といってもあのぅ、印刷したものですが、

矢上高校をぜひ選んでくださいというものを渡そうということを始められましたが、こ

こ最近はされてないようです。えと、まぁ、ニュースレター等につきましても、以前か

ら発行もしてましたが、だんだん発行する形態も変わってきまして、あのぅ、きれいな

紙であのぅ、少量発行するんじゃあなくて紙の質とか、あのぅ、は、えと、少々悪くて

もたくさん印刷をして、とにかく人の目につくように毎月きちっと発行しようって昨年

はされてきましたが、今年は４月以降、なかなか発行がされてきてなかったと思います。

えと、まぁ、町内においても、学校の先生や保護者も毎年入れ替わりますんで、とにか

く矢上高校が目につかないと様子が分からない、ということでニュースレターの発行も

ありました。併せてあのぅ、昨年は町広報のとこに、あのぅ、矢上高校の話題を記事と

して書かれてましたが、今年度はそういうことも無くなってしまいました。で、併せま

して、あのぅ、まぁ、生徒募集する中で当然、町内の方は矢上高校が邑南町にあるって

いうのはご存知ですが、えと、郡外、県内であっても邑南町に矢上高校があること、矢

上高校が邑南町にあることっていうのが結びつかない。えっ、邑南町に高校はあったの、

っていう方もおられます。で、それを結び付ける一つの手段が、として、あのぅ、邑南

町のホームページに矢上高校をリンクして見える場所に、えと、矢上高校がリンク先と

あって、そこをクリックすれば矢上高校のホームページにいけるようになってましたが、

えと、町のホームページが変わった時にそれが、えと、見えない場所に変わりました。

探さなければ分からない状況になりました。で、それらをこうずうっと踏まえてきます

と、えと、昨年は、あのぅ、ある程度中学生がいた上に、えと、町内の中学生の矢上高

校への進学率も非常に高かったですが、あのぅ、今年はどうなんだろうと思ってみます

と、町内の中学生は決して昨年より少ないですし、状況は近隣の中学生も少ないという

ことで非常に厳しい状況のようです。だけど先ほど言いましたように、積み重ねてきた

生徒募集の努力っていうものが今年度はあまり感じられませんし、まぁ、危機感さえ感

じない。その点につきまして質問します。あのぅ、なぜ本年は生徒募集の危機感が薄い、

薄いと感じる状況にあるのか、併せまして今後の生徒募集の活動予定についてお願いを

いたします。 

○三上定住促進課長（三上直樹） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 三上定住促進課長。 

○三上定住促進課長（三上直樹） えぇ、なぜ本年は、生徒募集の危機感が薄いのかという

ご質問でございます。えぇ、議員ご指摘のように、えぇ、今年度は、邑南町内の中学校

卒業生の数が昨年に比べまして、まぁ、１０名少なくなっております。従ってご指摘の

通り、危機感を持って対策を考えなければならないという現状にございます。矢上高校

では今年度、町内中学生との部活動を通じた交流機会の増や、ホームページの更新頻度

をあげるなどの対策には取り組んでおります。また、オープンスクールやしまね留学合

同説明会などを例年同様実施すると共に、矢上高校ＰＴＡ主催による邑南町内中学生保

護者の方との相談会は、昨年より時期を早めて７月に実施していただくなどの、あのぅ、
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工夫もしていただいたところでございます。一方で、危機感欠如の例としてご指摘をい

ただきました矢上高校ニュースレターでございますけれども、平成２８年度までは邑南

町広報に矢上高校ＮＥＷＳという題名で高校情報を掲載をしておりましたが、平成２９

年度から、より多くの皆さまに読んでいただけるようということで、広報以外でも活用

できる矢高ニュースレターとして発行することにいたしました。昨年度は５月から毎月

発行いたしましたが、今年は高校との協議の中で、中学３年生の部活動が落ち着く７月

頃に１学期特大号として第１号を発行いたしました。７月以降は毎月発行をしておりま

す。あのぅ、また、邑南町ホームページの矢上高校リンク場所の変更でございますが、

これは町ホームページの構成変更によるものですけれども、現在のホームページトップ

では、リンク先のバナーが一定の時間で順番に表示される構成に変更されました。以前

のトップページでは矢上高校のバナーが場所を変えず常時表示されておりましたので、

タイミングによってはトップページに無い事がございます。バナーが見当たらないとき

はリンク集をクリックするなど、ひと手間必要な状況となっております。町広報やケー

ブルテレビに掲載される回数につきましては、矢上高校で開催される行事等について、

適宜情報提供をしているところでございます。まぁ、しかしながら、現実には８月１７

日に開催された第１回オープンスクールにおける、町内中学校生の参加率は５２％でし

た。これは入学率が高かった前年度と比較して、１６ポイントも減少しております。他

のイベントを含め、昨年度に比べますと、町内外の中学生ともに参加者が減少しており

ます。ご指摘いただいたとおり、志望校が決まるまでの直近の事業については、更に危

機感を強め取り組む必要があります。引き続き、まぁ、ご指導のほどよろしくお願いを

いたします。えぇ、今後の生徒募集の活動予定でございますが、今後の生徒募集の、に

つきましては、まずは、矢高ニュースレターやホームページなど活用した確実な情報

伝達に努めたいと思います。また、先日開催しました第１回オープンスクールや６

月下旬に開催されたしまね留学合同説明会への参加いただいた皆さまに対し、きめ

細やかな情報提供が行えるよう努めていく必要があろうと思っております。これか

ら開催されますしまねＵＩターンフェアでの県外中学生への呼びかけ、１１月に再

度実施をお願いをしておりますＰＴＡ主催の町内中学生保護者との相談会等、まぁ、

着実に実施していきたいというふうに思います。なお、現在矢上高校応援団の設立

を進めております。えぇ、１１月１７日の矢上高校創立３０周年記念事業において、え

ぇ、お披露目する予定で、応援団の募集等に取り組みを実施中です。あのぅ、地域から

矢上高校に対する応援の機運が高まり、地域とのつながりが強化されることで、地元中

学生の進学率が高まることを期待した取り組みです。まぁ、このような息の長い活動に

も取り組んでおりますので、えぇ、ご理解のほどをよろしくお願いをいたします。すみ

ません、えぇ、すみません、えと、３０周年と申し上げましたが、あのぅ、７０周年の

誤りでございます。申し訳ありませんでした。訂正をよろしくお願いをいたします。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、えと、生徒募集はなかなかこう積み重ねで成果が出るって

いうわけでは、にはいかないんだと思います。毎年対象者が変わりますし、保護者も先
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生も変わっていくって中で、えと、何をしたから今までの実績として１倍を超えたのか、

何をしなかったからダメなのかっていうのは分かりにくいですが、やはり今まで危機感

を持ってやってきたことは続けてきちっとしてやっていっていただきたいと思います。

あのぅ、成果は明らかに募集、うんと、応募人数という形で出て来ますので、特に今の

状況も非常に厳しい状況である、ありますので、しっかりとした対応をしていただきた

いと思います。あのぅ、この問題の最後というわけではありませんが、町長に一言、あ

のぅ、えと、聞きたいんですが、あのぅ、思いを述べていただきたいんですが、えと、

８月の上旬に産業技術科の定員が３０名から４０名に復活、増やせないかという要望に

行きました。で、結果としては難しいということでしたが、えと、９月議会の全員協議

会において、町長もその経緯を述べられて、えと、県も周辺の中学生、町内の中学生の

状況をみて、えと、今の状況では厳しいだろう、じゃあそれを受けて、町長も先頭とた

って、先頭に立ってしっかりとした生徒募集をして、その引き続き１倍を超えて、いず

れは、えと、定員増に結びつけていきたいという思いを述べられました。えと、先頭に

立って生徒募集に頑張りたいと言われましたので、改めでこの場でその決意を述べてい

ただければと思います。 

●石橋町長（石橋良治） はい、議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） まぁ、あのぅ、今回の、えぇ、募集の状況については、今、大屋

議員さんからＰＴＡ会長としてもそうですけども、非常にまぁ、心配してるということ

だと思います。まぁ、私のほうは、あんまり悪い情報は入らなくて、やってますみたい

な話しか来ないんですけども、改めてあなたの発言を聞くとちょっとこれはまずいんじ

ゃあないのと、こんな思いで聞いてました。えぇ、やはり一緒に行って県教委にお願い

した時も、来年と再来年の倍率の状況を確実に県教委は見てるわけですから、今のこの

ような体たらくではちょっと難しいのかなと。だからやっぱりこれは私もすべてそうで

すけども大いに反省をして、で、やってないことが結構あったわけですねえ。なんでか

なあとこう思うんですけども。そういうことも含めて、えぇ、もちろん担当者に責任を

お願いするだけじゃあないんですけども、こういう実態が明らかになった以上は、やっ

ぱりやっていかないといけないなという思いでおります。 
●大屋議員（大屋光宏） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、えと、矢上高校は、えと近年、こう県外からの生徒が来る

からっという安心感もあったんだと思います。ただ、あのぅ、県外からの生徒募集を見

てみますと、全国的に同様の取り組みをされてきました。で、邑南町も矢上高校振興会、

教育振興会を作られて早くからいろんな支援をしていただきました。で、当初は金銭的

なものがあったのかも知れませんけど、県も含めまして高校魅力化っていうことで、中

身の充実、問題解決型であるとか、生きる力、これからの教育に必要となる教育が、も

う既に身に、あのぅ、できあがってますよということで、中身でアピールができる状況

になって、全国的には一歩、二歩、前に出てるつもりでした。ただ、えと、県外の生徒

募集の、その場であるとか、いろんな場で話を聞きますと、もう全国的に死に物狂いで
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す。なりふり構わない生徒募集をされてます。あのぅ、立派な寮を造りました。個室の

寮ですよから始まりまして、それはないだろうというのでいきますと、えと、大学入試

において、国公立大学に入れば３０万、難関国公立大学に入れば１００万あげますよっ

ていう高校さえ出てます。あのぅ、やりかたがいいかどうかは、あのぅ、ありますが、

全国的に、非常にこう学校の存続が厳しくなって、生徒募集も必死になって来てます。

あのぅ、その中で矢上高校もやって行かなきゃいけないんだと思います。あのぅ、産業

技術科はそれなりの魅力があるんだと思います。あのぅ、社会の変化と入試の変化によ

りまして、どちらかというと普通高校よりは、普通科よりはその産業技術化、総合学科

の人気は高いですが、反面普通科で人を集めるっていうことは非常に厳しい状況になっ

てます。あのぅ、町長も先ほど決意を述べていただきました。あのぅ、現状をしっかり

みていただきまして、えと、来年度も、えと、応募が１倍を超えますことを、あのぅ、

矢上高校教育振興会の各構成員が、あのぅ、危機感を同様に持って取り組んでいただき

ますようお願いしてこの問題は終わりたいと思います。続きまして次のなぜですが、え

と、簡単に言いますとふるさと納税、邑南町の受け入れ側で言うとふるさと寄付金がな

ぜ少ないんだろうということです。えと、多い少ないはそれぞれの見方があると思いま

すが、邑南町でいうと、まぁ、Ａ級グルメということで有名な町です。で、東京ＰＲセ

ンターを設置して首都圏でもＰＲを行っておられます。東京都の大学と協定を結ぶなど、

報道等におかれても取り上げられることが多くて、そういう面でも知名度は高いものだ

と思ってます。えと、ふるさと納税で、あのぅ、基本的には、えと、返礼品、使われる

商品につきましては邑南町が誇るＡ級グルメというものです。これらをみますと、町も

有名で返礼品も名が通った物でありながら、なぜ、そのふるさと納税、ふるさと寄付金

がじっせん、あのぅ、結びついていないのか、そのことにつきまして町の見解を聞かし

てください。 

○服部総務課長（服部導士） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 

○服部総務課長（服部導士） えぇ、まぁ、あのぅ、ふるさと寄付金の、まぁ、なんで少な

いんだろうかということなんですけれども、えぇ、まぁ、一方では現在進めております

行財政改善にあたっては、自主財源の確保が急務となっておりまして、特にこのふるさ

と寄付金の増加が必要となっていると思っております。また、一方では、あのぅ、この

ふるさと寄付の事務を、まぁ、担当課が、総務課で扱っておりますので、えぇ、ちょっ

とその面は増加が見込めないんじゃあないだろうか、というご意見もいただいておるの

は事実でございます。えぇ、これまで総務課では、あのぅ、知名度の高い返礼品を中心

に広告のタイミングの研究や電子決済・キャリア決済など、支払い手続きの拡大を行う

など取り組みを行ってきておりますけれども、実績が２，０００万円から２，６００万

円と、大幅な増加が期待される中、なかなか実績に結びついておりません。その要因と

して考えられますのは、返礼品は８１品目程度ございますけれども、バリエーションに

広がりがないこと、また、リピーターや出身者会へのアプローチが不足していること、

そして何よりも、先ほど申し上げましたように、総務課が担当しておりますので、浜田

市をはじめとする大きな実績をもつ自治体のような企画型にできてないことにあると思
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っております。えぇ、また、えぇ、そのために、企画型でないために、広告などにです

ね、多大な投資をすることはなかなか、あのぅ、できていないというとこもまたあろう

と思っております。えぇ、そのためこの行財政改善にあたっては、こうした点を踏まえ

て考えていく必要があろうなというふうに思っています。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、この、あのぅ、自主財源として、ふるさと寄付金に対する

期待は、町民の方も非常に高いんだと思います。あのぅ、それぞれの地区別戦略を行う

上で今後の財源として、こう自分たちが頑張ったことをアピールすれば、あのぅ、ここ

で寄付をいただいて、こう次の財源につなげられないだろうか。あのぅ、まぁ、町もそ

うですし、住民の方も自由に使えるお金、自分たちが頑張ったことに対して寄付をして

もらえるなら、それは喜びとして次の財源に繋がっていいっていう思いがあります。で、

そう思えば、まずは元がしっかりとなければ新たな展開はできないんだと思います。あ

のぅ、まぁ、Ａ級グルメの知名度は何故結びつかないかっていうことで聞きましたが、

根本的な事務の問題っていうことでお答えをいただいたんだと思います。あのぅ、品物

がどうこうではなくて、基本的にはあのぅ、担当の事務の問題、あのぅ、企画型として

アピールが難しいということなんだと思います。あのぅ、総務省のほうで、ふるさと納

税ポータブルサイトっていうことで、サイトがあって、いろんな数字があって、見れば、

あのぅ、おもしろいページがありました。で、見ますと確かに、えと、まず、邑南町が

多いか少ないかっていう見解はあるんだと思いますが、えと、これも答え方だなあと思

いました。えと、２，０００万から２，６００万の間でっていうことですが、２，６０

０万から始まってだんだんと下がって、今２，０００万です。あのぅ、間で動いて、行

き来しとるわけじゃなくて、ざんげん中です。で、ちなみに、えと、昨年度実績がよく

似た町が津和野町です。えと、ほぼ同じ２，０００万と、で、件数も９９５件というこ

とで、よく似たとこです。ちなみに津和野町は徐々に増えて２，０００万です。で、町

の知名度っていう範ちゅうで見ますと、ちょっと悔しいかなあと思うのは、飯南町は１

億２，５００万、奥出雲町は約３億、と見ますと邑南町は少ないですよね。その企画が

できないからだけの理由なのかっていうとこもあります。あのぅ、確かに飯南町とか津

和野町は、あのぅ、まぁ、同じ寄付額の町で見ますと、津和野町と邑南町では広告経費

が全く違います。えと、返礼品の原価率はほぼ一緒ですが、広告にどんだけかけとるか

っていうのは、あのぅ、他の市もそうですけど、広告にしっかりお金をかけている町は

間違いなくふるさと寄付額は多いです。ただ、邑南町はこの寄付、あのぅ、ふるさと寄

付のＰＲをしなくても、これだけ町のＰＲがされて、物のＰＲもされていないのに、そ

こがなぜ結びつかないかなんだと思います。ふるさと寄付のＰＲはしてないけれど、町

の知名度は十分あるのに、それがなぜ結びつかないかなんだと思います。あのぅ、町の

知名度、Ａ級グルメがなぜ直接的にふるさと寄付に結びついていないのかを、の考えを

教えてください。 

○服部総務課長（服部導士） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 
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○服部総務課長（服部導士） えぇ、先ほどの話のですね、あのぅ、お答えをする前に、あ

のぅ、実際の邑南町での売れ筋をまずお話したほうがよくお分かりになると思います。

えぇ、まぁ、Ａ級グルメの中での物はよくお分かりと思っておりますので、えぇ、その

中でですね、邑南町でよく売れているものにつきましては、まずは杵つき餅のセット、

それからキャビア、石見ポーク、ブルーベリーの冷凍やジャムとソースのセット、それ

から、その他ではＡＪＩＫＵＲＡの商品券、それと今年度特異的なもんでは郵便局の見

守りサービスというものが入ってきております。えぇ、まぁ、あのぅ、邑南町という知

名度、それとＡ級グルメという知名度、ええ、確かにおっしゃったように全国的にはよ

く知られておるだろうなとは思ってはおるんですけれども、実際それだけの分析をした

わけではないんであれですけれども、ただ、あのぅ、これまでのあのぅ、視察なんかの

様子をみてみましても、やはりあのぅ、一般の、あのぅ、国民の方が、に対して知名度

がどれだけあるのか、確かに、えぇ、行政サイドの団体についてはですね、確かに知名

度はかなり高いと思っております。が、一般の個人の、あのぅ、国民の中でどれだけの

知名度があるかはちょっとはっきりしておりませんが、あのぅ、まぁ、言われましたよ

うにこれだけ、まぁ、知名度がある中でですね、それをまぁ、生かせていないというの

は大変問題もあるとは思っております。えぇ、ただ、議員のお話の中にありましたよう

に、あのぅ、確かにどの、あのぅ、ところもですね、かなりの広告費を打っております。

ただ、あのぅ、かん、この考えては二つ、僕はあると思っております。一つはふるさと

寄付の本来のあり方というとこですね。本来、あのぅ、この寄付金についてはあのぅ、

やはりこの町、市町をですね、応援していただく、好きになっていただいた方々から寄

付を寄せていただくいう意味合いが特に僕は強いと思っておりまして、えぇ、決してあ

のぅ、まぁ、悪い言い方ではございますけれども、あのぅ、ネット販売では決してない

というところにやはり、あのぅ、きちんと理解、ご理解をいただく必要があると思って

おりまして、えぇ、あえて広告費を、あのぅ、たくさん出してるのはどうだろうかなあ

というふうに僕は思っております。ただ、あのぅ、昨日からですね、あのぅ、総務省の

ほうで、大臣自らがですね、あのぅ、ご発言をされていらっしゃいますけれども、えぇ、

まぁ、今朝この資料が来ておりますので、それを見ておりますと、えぇ、広告代もそう

なんですけれども、実際に返礼品の割合を見た時にですね、えぇ、高いところは、あの

ぅ、６５％の返礼品率を行っていらっしゃいまして、それに、えぇ、広告費やあのぅ、

事務費を入れますとほんとあのぅ、例えば、例えば１０億入ったにしても、１億の、あ

のぅ、基金が積めればいいのかなあいうぐらいのたぶん数字じゃあないかとは思います。

えぇ、それがほんとうにこのふるさと寄付の制度の中のあのぅ、意味をほんとうに成し

ているのかどうかは、僕はちょっと不思議には、疑問には思っております。ただ、あの

ぅ、一方でですね、このふるさと寄付が進むということは、町内の産品が売れるという

ことはございますので、やはりその辺はやはり注視して、あのぅ、考えていく必要があ

ろうかというふうに思っております。 
●大屋議員（大屋光宏） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、まぁ、今の答弁を聞きながら、何点か思いはあるんですが、
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あのぅ、総務課長が答えられたのはふるさと納税、ふるさと寄付金を担当している課の

立場での答えだったんだと思います。では、反対にＡ級グルメを担当している課の方は、

えと、町のＰＲなり、Ａ級グルメの推進として、まぁ、イメージアップのためにある程

度のお金を使われてます。そのお金の回収というか、見返りとしてふるさと納税をもっ

とこう皆さんに利用してもらって、お金を回していこうという発想は無いのか。そのＡ

級グルメを担当しとる課の立場から見ると、ふるさと寄付金が少ないことについてどう

思われるのかが一つ。併せて、あのぅ、確かに返礼品は、えと、餅であるとか、キャビ

アであるとか、少し珍しいものがあります。で、こう、いつも思うのはこれをＰＲして

も、実際は、その返礼品がそこまで生産が追いつかない状況なのか。もうこれが手一杯

だからこれしか寄付金がもらえない、すぐにあのぅ、売り切れになってしまう状況なの

か。特にキャビアとかいうのはそうなんだと思います。えと、もっと生産振興して、商

品がバラエティに富み、数が増えればふるさときふ、寄付金が伸びるのか、これはまぁ、

商工とか農林のサイトだと思うんですが、その産業振興の立場から見て、ふるさと寄付

金をどう思うのかを２点お願いします。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） えぇ、Ａ級グルメの推進を担当する課の立場として、え

ぇ、どうかというご質問なんですけれども、あのぅ、まぁ、おっしゃるように、えぇ、

商品を出しておられる皆さん方は、そんなにこう十分な生産力を持ち合わせておられる

わけではありませんので、えぇ、注文の状況を見ながら対応していらっしゃるのが実態

だと思っております。ですけれども、まぁ、あのぅ、今もあのぅ、このふるさと納税の

あり方が話題になっているように、これがそのぅ、ずっと続くものかどうかっていうの

は、皆さん方それをこう見てらっしゃるんだと思います。ですから、そのぅ、出ていく

からと言ってどんどんそのぅ、設備投資ができるかというとなかなかそのぅ、それがで

きるほどの皆さん十分な体力も持ってらっしゃらないのかも知れません。様子を見てら

っしゃるんではないかと思います。ですので、私たちもそのぅ、出ていくことに関して

は非常に歓迎いたしますけれども、えぇ、先の見通しなしにどんどん設備投資をされる

ように私たちのほうでお願いをするというようなことは考えておりません。 
○服部総務課長（服部導士） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 

○服部総務課長（服部導士） えぇ、まぁ、確実な話ではないんですけれども、実はあのぅ、

全国的にですね、こういう、あのぅ、ふるさと寄付の取り組みについて、いろいろとあ

のぅ、ご助言をいただいたりしている、まぁ、コンサルのような方がいらっしゃいまし

て、それをまぁ、今度お話が聞けるところがございますので、町内の状況を見ていただ

いてですね、あのぅ、いろいろとご意見をいただいたりしてですね、少し皆で検討でき

ればと思っておりますので、よろしくお願いします。 
●大屋議員（大屋光宏） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、あのぅ、ふるさと寄付金の制度運用で見ると金額が少ない
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理由として明らかにこうＰＲ不足、あのぅ、課長自ら言われたとおり、その過去にふる

さと納税をしていただいた方にこうフォローをするとかしないとか。で、同窓会とか県

人会でＰＲをする。あのぅ、邑南町から出られた方は何らかの形で邑南町とかかわりた

いけれど、そこできちっとしたＰＲをしてない。これはあのぅ、えと、全国的にそうい

うことをきちっとしている町としてない町では寄付額が明らかに違うんだと思います。

邑南町は事務的にそういうことをまずしてるか、してないかっていう大きな問題がある

んだと思います。で、こっから先は、なんかＡ級グルメの悪口になっちゃうかなあと思

います。あのぅ、確かに、あのぅ、Ａ級グルメっていうのは、知名度がありますようね

って言いましたけど。行政での知名度であって、一般の人の認識、いくら東京でＰＲを

されても一般の方に十分浸透してない。あのぅ、ほんとこれおもしろいなと思ったんで

すが、えと、まぁ、まちづくりなり、こう地域振興で有名な島根県の町、邑南町はちな

みに先ほど言いましたとおり、寄付額が２，０００万円。で、意外と少ないなと思った

のが海士町、全国的な知名度の割に同じく２，０００万。なかなかそのぅ、行政への知

名度とやはり一般の方への知名度の差は大きいんだと思います。で、農林振興課長が答

えられたとおり、えと、生産には限界があるので、進めることができない、制度上もあ

ると言われました。ふるさと納税がいつまでも続くかわからないから。えと、Ａ級グル

メは身近でないと言われる大きな理由がお金を使うのは行政で、ＰＲをするのも行政、

で、後の生産は地元の業者の努力ですっていうことだと思います。民間の努力。ただ、

あのぅ、浜田市とかあのぅ、ふるさと寄付額が大きい町っていうのは、その調達の原価

が高いとか、ＰＲしてるっていうのと併せまして、こう寄付額の一部がきちっと生産現

場にお金が行ってます。あのぅ、新たな設備投資を個人でするのが難しければ、あのぅ、

新しい最新の冷凍機器をみんな、あのぅ、市が買って、みんなが使える状況にして、そ

れで試してみて良ければ、個人が入れるとか。生産現場にきちっとお金が行ってます。

やはりそういうことをされてこないので、ふるさと寄付も伸びないし、あのぅ、いくら

Ａ級グルメの商品であっても、生産を伸ばすことができなくて、こう売り上げとか現場

があのぅ、こう豊かになって来ないのかなあと思います。えと、最後にまた町長にお話

を聞いたほうがいいと思います。あのぅ、自主財源としてやはりふるさと納税の、ふる

さと寄附への期待は非常に高いです。あのぅ、事務的にやるべきことをすれば邑南町も

もっと伸びるのかも知れません。Ａ級グルメでＰＲをする時に、やはりこうＰＲして、

理解をしていただいた方は協力の一つの手法として、ふるさと寄付っていうのをアピー

ルする必要もあると思います。で、邑南町の産品はＡ級グルメであると言いながらも、

やはりこう希少価値だけではむずかしいとこもあるし、その生産自体が個々の努力では

なく、やはり生産現場にきちっとお金を町として入れていかなければ、生産も技術も伸

びないんだと思います。良いものですよって言い続けてる間にふと周りを見ると、もっ

といい物がたくさんあります。そういう状況になりつつあるのかなと思います。あのぅ、

ふるさと納税、ふるさと寄付に対する住民の期待が高い中で、Ａ級グルメを推進しなが

らここをどうやって伸ばしていくかを、考えを聞かしてください、 

○石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 石橋町長。 
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○石橋町長（石橋良治） えぇ、まだまだあのぅ、邑南町にはご指摘のようなとおりで、改

善の余地がいっぱいあると思うんです。で、それを行政でやろうとしておったのが一つ

のやっぱり問題だったと思う。やっぱり実績があるところにやっぱりノウハウも含めて、

今のような、どうやって設備に回していくかということも含めてですね、えぇ、当然ま

ぁ、考えていかなきゃならない。まぁ、結論的にはまだまだ伸びしろはあるなあと。え

ぇ、ただ一つ考えて行かなきゃいけないのは、主力商品を何にするのかと。浜田はまぁ、

のどぐろでかなり稼いでいると思いますけども、やっぱりあのぅ、そういったところが

邑南町どうやってつくっていくのかっていうこともあるんではないなかあと。町長さん、

１００万円寄付したいんだけど、米ばっかりもらってもしょうがないねっていう話も実

はありました。えぇ、そういったところも含めて、えぇ、どうやって生産者と話し合っ

ていくかっていうことも大事な問題かなあと思います。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、ちょうどタイミングよくか、悪くか分かりませんが、あの

ぅ、ふるさと寄付、この制度を見直すという総務省のほうが見解を出されてます。あの

ぅ、制度が続こうと、つづかまい、続かなくても、やはり一つの手法としてある以上、

町の能力として努力しながら伸ばすことも必要だと思いますし、Ａ級グルメなど、町の

イメージアップを一生懸命されてます。それがこう町内循環なり、町内のあのぅ、経済

に、豊かさにきちっと結びつくように、あのぅ、まぁ、所得の向上をしますって、Ａ級

グルメは言われますんで、その一つの手法としてあのぅ、これも成果をきちっと出して

いただきたいと思います。続きまして、三つ目のなぜですが、えと、観光入込客の実態

について、聞きたいと思います。これはあのぅ、えと、邑南町は百万人を目指しますと

言われてますが、僕たちが把握できるのは具体的には県の、えと、調査結果のみです。

県の統計を見ますと、えと、まぁ、４０数万人が毎年の入込客でそれに町の独自の数字

を合わせて１００万人を目指すということですが、まぁ、県が調査しますと、毎年下が

ってきますけど、町の独自のものを含めますと増えていく。じゃあ、町の独自は何をや

って、なぜ増えたのかがよく分からない。で、えと、今年度、あぁ、昨年度は増えた成

果として、えと、瑞穂ハイランドのあのぅ、スキー客が増えたということと、三江線が

廃止になったのでその影響もあって増えましたとありました。それ、町の努力じゃあな

いですよねと思ってしまいます。あのぅ、町も観光客の誘致に対してすごくお金をかけ

てますが、じゃあ町は何を努力して、どこでどういうふうに増えて、どういう影響を与

えているのかがよく分からないということで質問を挙げてます。まず、あのぅ、町の独

自調査の箇所はどういう場所があって、その調査方法それぞれ２９年の入込客数と前年

の対比を教えてください。 

○日高商工観光課長（日高始） 番外、 

●山中議長（山中康樹） 日高商工観光課長。 

○日高商工観光課長（日高始） えぇ、島根県の観光動態調査における町内の箇所は、１１か

所となっております。この数字を観光入込客数として島根県は毎年公表しております。本

町では、その１１箇所以外の施設や名所、旧跡などに訪れた来場者数を町独自に集計して、
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島根県の観光動態調査数にプラスして、邑南町の観光入込客数として発表しております。

町独自の調査箇所の主なものは、道の駅瑞穂、雲井の里への来場者、そのほか旅館、農家

民宿などの宿泊客、神社、仏閣などへの来場者、その他各種施設への来場者、それから飲

食店等の来店者の一部、イベントへの参加者、そういったものでございます。調査方法と

しましては、道の駅瑞穂と雲井の里については、レジのカウント数、それ以外の施設など

については関係者への聞き取りにより集計をしております。それから観光動態調査の対比

でございますが、島根県の観光動態調査によりますと平成２９年の観光入込客数は、３７

万４，７３４人となっております。その前年度の平成２８年度は３７万９，６１３人です

ので、４，８７９人、率にして約１.３％減少しております。町独自の調査も含めた観光入

込客数は、平成２９年度が９４万８７６人で、前年度平成２８年度の８９万７，０５１人

と比較すると、４万３，８２５人、率にして約４.９％増加しております。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、えと、個別にどこが何人でっていうのを言っていただければ

いいかなあと思いましたが、どうもたくさんの箇所があるので全部聞いても聞き取りにく

いの、あのぅ、聞き取って全部メモができませんので。まず一つ聞きたいのはそのぅ、町

が独自に調査されてるのは、毎年同じ場所なのか、年によって増える、減るがあるのか。

それとあのぅ、昨年度で言うと、あのぅ、まず町の独自の中で一番多いのは、まぁ、上位

三つぐらいをまず教えていただきたいのと、昨年度は前年度に比べて昨年度、特に伸びた

町の、町の独自の調査地点で、特に伸びた場所はどこなのかの３点をまずお願いします。 

○日高商工観光課長（日高始） 番外、 

●山中議長（山中康樹） 日高商工観光課長。 

○日高商工観光課長（日高始） えぇ、町の独自調査の箇所は、えぇ、変わっておりません。

えぇ、年によって増減というか、前後することはありません。えぇ、それと主なもの上

位三つということでございますが、町の独自調査で一番多いものは、道の駅瑞穂のレジ

カウント数でございます。えぇ、これが２９年で言いますと、２５万人程度のカウント

をしております。えぇ、次に多いのがですね、ええと、雲井の里の５万５，０００とい

う数字になると思います。それ以外で言いますと、ホテル、旅館の宿泊数、これが１万

４、０００、約１万４，０００人。えぇ、これがだい、上位三つということだと思いま

す。えぇ、それから２８年から２９年にかけて伸びている箇所で言いますと、これは独

自調査で言いますと道の駅瑞穂が、約３万人ほど数字が伸びております。えぇ、その他、

えぇ、そうですね、あとは宇都井駅周辺の数字も伸びております。こういったところに

なろうかと思います。 

●大屋議員（大屋光宏） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、えと、町の独自の箇所はまず、あのぅ、まぁ、毎年入れ替

わりとか、その都度、都合がいいとか増えたとこを入れてるわけじゃあないということ

でした。えと、道の駅瑞穂が２５万人っていうことで、えと、前年に比べて３万人増え

たということで、えと、町内でも一番の誘致施設、お客さんが来られる施設なんだと思
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います。あのぅ、まぁ、観光客の数をなぜ聞いたかと言いますと、やはりあのぅ、町内

人口が減る中で、交流人口と言いますか、まぁ、観光客であるとか、町内を通過する人、

仕事に来る人そういう人の動きっていうのは大事なんだと思います。その観光客の多い

少ないによりまして、やはりこうビジネスとして事業しようと思うか、えと、人を増や

そう、まぁ、チャンスがそこにあるんだと思います。あのぅ、特に最近は飲食店の起業

も多いです。あのぅ、町内の人たちだけでは無理であれば、やはり観光客なり、ビジネ

スで来る人の昼食、夕食っていうのを期待は大きいと思います。そういう中で言います

と、県の統計は年々減ってきてます。ちなみに平成２０年からと２９年の１０年間を比

較しましても、平成２０年が４８万４，６６４人が、２９年は３７万４，７３４人とい

うことで、２３％減となっている中で、まぁ、町だけ、の独自数字を入れれば増えるん

ですけど、その実感が要はないということなんです。で、細かい数字が分からないので

今聞いてだいたいの概要が分かってきました。で、そう思うとあのぅ、道の駅瑞穂の観

光客、入込数２５万人っていうのは非常に大きな数字なんですが、ちなみに県の統計の

中で言いますと、瑞穂ハイランドが１２万から、まぁ、１５万前後で動きますんで、そ

れが一番ですので、その倍あるわけです。これはこう、例えば県の統計に、なぜこれを

入れてもらえないのか、県の統計調査で例えば道の駅瑞穂、雲井の里の５万がきちっと

入れば、ベースとしてまず、きちっとした数字として把握できる数字が増えるんですが、

こう、邑南町の中でも一番の道の駅瑞穂、雲井の里っていうのは、なぜ県の統計に入ら

ないんでしょうか。 

○日高商工観光課長（日高始） 番外、 

●山中議長（山中康樹） 日高商工観光課長。 

○日高商工観光課長（日高始） 議員ご指摘の道の駅瑞穂、あるいはその他の施設がなぜ県

の観光動態に入らないかということでございますが、えぇ、まぁ、基本的にずっとこの

観光動態調査が始まってから、新たな施設以外は増えずにこの数字できていると思いま

す。えぇ、あのぅ、まぁ、どこかのタイミングでそれを入れるということもあるのかと

は思いますが、えぇ、この観光動態調査ずっともう長年続けておりますので、えぇ、ま

ぁ、その組み入れるタイミングとかそのあたりについては、えぇ、例えば県のほうと相

談してそういうことも考える必要があるのかも知れませんが、あのぅ、基本的には同じ

数字の比較ということで、えぇ、うちの町のほうとしては、今ある箇所をそのままずっ

と統計で出しているということでございます。 
●大屋議員（大屋光宏） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、まぁ、道の駅瑞穂の観光入り込み客数がレジカウントでや

るっていうことに対して、聞いて、えって思う方は多いんだと思います。えと、実数と

レジを通った人の数が一緒なんだろうか、地元の人も買い物に行きますので、そういう

人たちも含めて観光客と呼んでいいんだろうかっていう疑問が頭の中に浮かぶんだと思

います。じゃあ、あのぅ、まぁ、県が調べられる統計の調査と町が調べられる統計の調

査が同じレベルなのかという問題があるんだと思います。で、聞き方が悪くて意地悪で

すみませんでした。あのぅ、ネットでいろいろ調べておりましたら、ちゃんとありまし
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た。観光入り込み客統計に関する共通基準というものが、ご存知ですよね。あのぅ、要

は全国できちっと数にが比較できるように、こういう基準で調査をしましょうというの

があるみたいです。県がいう、あのぅ、例えば、いこいの村島根の観光入り込み客数と

邑南町がいう、えと、道の駅の、瑞穂の観光入り込み客数の考え方は一緒ですよという

ふうな統一基準があるようですけど、町はその独自調査は県の基準とは全く違う調べ方

なんだと思います。ですよね。あのぅ、まぁ、一つの大きな問題は、一般的に観光入り

込み客数という、で、調査する基準と町の独自基準の調査が大きく違うということは問

題だと思うんですけど、その点をどう思われますか。 

○日高商工観光課長（日高始） 番外、 

●山中議長（山中康樹） 日高商工観光課長。 

○日高商工観光課長（日高始） えぇ、県の観光動態調査の基準というのは確かにございます。

で、県のほうに報告しております数字につきましても、基本的には、例えば瑞穂ハイラン

ドで言いますと、入場者数をそのままの数字で報告しております。えぇ、まぁ、いわゆる

入場者数ということで判断をしておりましたので、えぇ、例えば先ほど言われました道の

駅瑞穂におきましても、実際にはレジを通らずに、例えばトイレだけとか買い物をせずに

帰られる方も、旅行者の中では当然おられるということで、まぁ、あのぅ、そういう意味

では実数としてレジカウント数をあげさしてもらって、実際に道の駅に出入りをされる方

っていうのは、当然これよりも多い数字になるんだというふうに思います。えぇ、まぁ、

そういったこともありまして、うちのほうとしては、実数をここに上げさしていただいて

るという考えで、要はそれは、えぇ、すべての出入りではなくて、レジを通ったらレジだ

けのことになりますが、えぇ、それは基準としては、あのぅ、その数字を基本的にずっと

使うということでやっております。 
●大屋議員（大屋光宏） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、あのぅ、統計調査ですので、町の報告は町の報告です。それ

を県なり国が調整をされて公表されてるようです。ちなみに、あのぅ、選定される観光地

点というのは日常的な利用、通勤型の利用がほとんどを占めると考えられる地点は対象と

しない、なので道の駅っていうのは、えと、国とか県の対象外になるんだと思います。で、

観光地点と入り込み客数とあって、先ほど言われた課長の実数を報告して、最終的にはそ

の町の観光入り込み客数っていうのは、一人の観光入り込み客が、複数の観光地点を訪れ

たとしても一人、１回と数えることになりますっていうことで、調整をされて公表されて

るんだと思います。あのぅ、何箇所か回ってもその町に来た人は一人というカウントの仕

方があるんだと思います。あのぅ、どちらがどうっていうことはないんですが、あのぅ、

町の報告数字と県の数字がちがう、あのぅ、考え方がちがうと比較ができない。あのぅ、

町の考えのとおりレジカウントなりそれぞれの場所の実数でもいいんだと思います。そう

すれば一人の人がどれだけ邑南町を回ったんだろうかっていうのがわかります。県の公表

は、まぁ、瑞穂ハイランドに来られて、えと、いわみ温泉霧の湯でお風呂に入っても一人

になってしまうので、周遊をどれだけしたかが分からない。ただそこは調整して、された

ほうが、あのぅ、数字として信用性が高まる。あのぅ、邑南町は１００万人を目指します
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っていうことで努力をされてますが、そこに、あのぅ、いろんなお金を扱うんであるけれ

ど、その１００万の根拠があやふやである。もしかしたら、町の裁量で数字がいくらでも

増やせるのかも知れない仕組みっていうのは好ましくないのかなと思います。で、次の質

問に入りますと、あのぅ、まぁ、先ほど言ったように、全体では減りながら、町の独自の

とこ、まぁ、雲井の里であるとか、えと、宇都井の駅周辺のっていうことがありました。

ただ、あのぅ、まぁ、ある程度民間努力であったり、その邑南町の中でも観光客の誘致で

頑張ってるのは、えと、まぁ、大きいのは瑞穂ハイランド、青少年旅行村っていうのは近

年のびているのは、これは民間に指定管理をしたせいかなと思います。で、根強く頑張っ

ているのがハンザケ自然館、断魚渓。で、町が直接かかわってきた分野、例えば観光協会

が管理してます香木の森公園というのは、平成２０年から比較しますと、一番減少率が多

いです。あと、平成２０年当初、当時１２万人の観光客が今は８万人ちょっととなってま

す。そういうのを見ますと町は、あのぅ、まぁ、先ほど言ったような東京ＰＲセンターな

り観光協会、町自体もいろんな活動をされてますけど、観光客誘致において、実際どのよ

うな役割と果たされているのかが分からない。すべて民間の努力で増えているんじゃあな

いか、町自体がやってることは成果が出てないように見えるんですが、その点はどう思わ

れますか。 

○日高商工観光課長（日高始） 番外、 

●山中議長（山中康樹） 日高商工観光課長。 

○日高商工観光課長（日高始） 町の、まぁ、管理しております施設の中で、先ほど香木の森

公園の話も出てまいりました。えぇ、これは確かに２８年と２９年の比較で言いますと、

１万人ぐらいの減少になっております。えぇ、これはまぁ、あのぅ、天候不良によるもの

でございまして、やはり天候不良によって、入場者数というのは、えぇ、まぁ、町の施設、

少し、えぇ、大きく左右されるところはあろうかというふうに思います。従って、まぁ、

そういう天候に左右されない施設という部分と比べると、そこの数が少し違うというとこ

ろはあろうかというふうに思います。えぇ、まぁ、町のほうとしましても行政としては、

えぇ、例えば広島地区の情報発信であるとか、えぇ、県内での情報発信であるとか、えぇ、

そういったところに力を入れて、特に先ほどありました、邑南町観光協会とは観光推進事

業として町から当然補助金の支出であるとか、指定管理料の支出をしております。特にそ

ういったところとは連携を取りながら、観光客の増に向けては努力はしているところでご

ざいます。 
●大屋議員（大屋光宏） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） あっ、すみません。 

○植田農林振興課長（植田弘和） はい、議長、番外 

●山中議長（山中康樹） はい、植田農林振興課長。残り時間がすくのうなってますんで、

答弁は簡潔にお願いします。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 東京ＰＲセンターの活動、成果、観光客誘致にどのよう

な役割を果たしているかとのご質問でございますが、東京ＰＲセンターは秋葉原の瑞穂

商事東京支店内に設置しております、首都圏向けの情報発信と収集の拠点でございます。
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活動内容を具体的に例示いたしますと、総務省が設置しております、移住・交流ガーデ

ンや島根県が設置しております、日本橋しまね館に観光パンフレットや定住情報関係資

料を定期的に配布したり、神田にあります、ちよだいちばで行われます、おおなんフェ

アーや毎年秋に有楽町で行われます、オータムマルシェ、それから江東区きよすしらか

わにございますイベントスペースでの物販ですとか、観光情報、定住情報の発信などを

行っております。また今年は浅草にございます、まるごと日本という物産館のスペース

を借りて石見養護学校の生徒さん方が邑南町の食をテーマにした発表を行うという新し

いイベントも加わりました。こういったイベントを行いながら並行して、個別の飲食店

や卸業者を訪問して販路拡大の営業をしておりますので、物販については具体的に成果

が見えますけれども、観光客誘致については具体的に見える形での成果といえるものは

ございません。ただ、こういった一連の取り組みがマスコミの目にとまって、全国に映

像が発信されたり、雑誌などに取り上げられるというきっかけになっているとは思って

おります。その結果がここ数年続いております行政関係や各種の団体の皆さんの視察と

いう形での来町につながっているのではないかと考えておりますが、先ほどご指摘ござ

いましたように、その知名度が行政関係者などに偏っているという実態もあるというふ

うに思っておりますので、今後はその知名度をどのようにこう広がりを作っていくかい

うのが次の課題ではないかと思っております。 

●大屋議員（大屋光宏） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、あのぅ、まぁ、東京でＰＲして、視察をして、が来られて、

で、いこいの村なり、香木の森なり、霧の湯でご飯を食べられたりされるんだと思います

が、どうもその流れっていうのは、天候がっていうことを言われましたが、年々実績とし

たら、減ってきている。特に平成２０年と比べれば大きく減ってきています。で、反面、

同じこう自然に左右されますけど、断魚渓っていうのはこう根強く頑張ってますし、昨年

は２８年、２９年比べれば、２９年は、えと、３，０００人ほど伸びてきている。あのぅ、

一概に天候のせいにするのはどうなのかなあ、努力、努力の結果があるかないかだ、では

ないのかなあと思います。あのぅ、まぁ、三江線の廃止っていう一時的な要因での観光客

誘致も難しくなりましたし、断魚渓も今は、あのぅ、遊歩道が通れない状況です。あのぅ、

まぁ、伴南小学校の宿泊の廃止のような、あのぅ、教育留学、あのぅ、宿泊っていうのも

減ってきました。あのぅ、１００万人を目指すのに非常に厳しい状況にあると思います。

この、ただ、町民なり、事業者はこの１００万人に期待して事業を進めていくんだと思い

ます。あのぅ、絶対に達成してもらう、まぁ、実感の湧く数字が出て来ないと、そのぅ、

飲食店なり宿泊なり、えと、販売なりは難しい状況が出てくるんだと思いますが、あのぅ、

今後１００万人を、今の状況は非常に厳しいと思いますが、あのぅ、町が厳しいんじゃあ

なくて、あのぅ、周辺環境が厳しい状況の中で、今後観光行政をどのように進めて１００

万人を達成するのかを聞かせてください。 

○石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 石橋町長。 

○石橋町長（石橋良治） えぇ、結論から言いますと、１００万人は達成できると思います。
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えぇ、確かにあのぅ、いわゆる観光地、県の統計だけだとみるとこれはもう当然厳しい

わけですけども、邑南町独自の捉え方、併せてやってますから、それは私はできると思

う。その理由としては、今お願いしている道の駅の再整備なんです。で、ここはまだま

だあのぅ、お客様が入っていただける可能性は十分にあるんだけども、残念ながら敷地

が狭くて、観光バスも入り切れない。ほとんど入ってないと思いますけれども。ですか

ら、そこはゲートウェイなんで、いわゆる情報発信としての基地というのは、全くと言

っていいほど、機能が発揮されてないんだろうと思う。で、そういうところも含めてま

ずは広島から道の駅に大型バス、観光バスが降りて、そして邑南町の、あのぅ、観光地

はどこなのか、食べるとこはどこなのか、そういった情報発信をきっちりした上で、そ

れぞれがこう、それぞれの観光地に向かって行くっていうようなしかけになるわけです

ので、私はこのハード整備をしっかりやると、あと６万人ですから、これは私は達成で

きる理由があるんではないかなあと、まぁ、いうふうにも思っております。えぇ、そう

いうことで、ぜひあのぅ、道の駅再整備はご理解いただきたいなあというのが私の考え

であります。 

●大屋議員（大屋光宏） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、あのぅ、道の駅の再整備については、あのぅ、時間もありま

せんので議論ができませんが、それはあのぅ、観光客誘致に対する攻めの部分だと思いま

す。あのぅ、先ほど言いました、あのぅ、基本的な部分、町が関わる部分、今までの部分

については人が減っているとこもあります。あのぅ、ふるさと寄附もそうです。あのぅ、

矢上高校の生徒募集もそうです。行政としてしかるべきことはきちっとしてもらって、ベ

ースとしてそれがあった上での次の展開で目標達成になると思います。あのぅ、日頃の事

務をきちっとしていただいて、すべきことはきちっとし、あのぅ、住民が分かる成果をだ

していっていただきたいと思います。本日の一般質問は以上で終わります。ありがとうご

ざいました。 

●山中議長（山中康樹） 以上で大屋議員の一般質問は終了いたしました。本日はこれにて

散会といたします。 
―― 午後３時３０分 散会 ―― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



57 
 

 

会議の経過を記載して、その相違ないことを証するためここに署名する。 

 

 

議  長 

 

 

 

署名議員 

 

 

 

署名議員 

 


